
第 1 編

震災前の
阪神・淡路地域の概要



第 1 自然条件

1 兵庫県全域

兵庫県は図 1のとおり、近畿地方と中国地方の

境界に位箇し、本州両端の青森県、山口県を除け

ば、本州のなかで日本海側と太平洋側の双方に海

岸線を持つ唯一の県である。県の広さは、東西が

110km、南北が168kmあり、その総面梢は8,386.54

畑で、我が国全土の2.2％を占め、都道府県別では

第11位となっている。

兵即県の地形は、県の中央部やや北寄りに横た

わる中国山地によって南北に分断されており、気

象条件も北部と南部では大きく異なる。中国山地

の北部は、鳥取県と京都府にはさまれた形で日本

海に接しており、比較的急峻な地形で、海岸線も

断崖の部分が多い。この地域の気候は、山陰 • 北

陸地方に共通する日本海側特有のもので、冬季の

日照時間は少なく雪や雨の日が多い。一方、中国

山地の南部は、岡山県と大阪府にはさまれた広い

範囲で瀬戸内海に面しており、六甲山系以外の地
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自然条件及び

社会条件

岩等の古期火成岩が見られる。県中央部から南部

にかけて広範囲に分布している生田川 ・生野 ・有

馬諸9爵群は、中生代後期から古第三紀にかけての

火成岩及ぴ凝灰岩類から成り、基盤岩を不整合に

裂っている。さらに南側の沿岸部は、第四紀9杓や

洪梢丘陵となっている。また、県北部北但地域に

発達する北但陪群は火山噴出岩に邸み、県南部六

甲山地の西北部に分布する神戸陪群は古神戸湖に

沈積した泥岩、砂岩等から成り、いずれも新第三

紀に生成されたものである。

河川については、比較的短小かつ急勾配のもの

が多く、その数は1級河川 5水系、 2級河川95水

系に及ぷ。日本海側に流れる主な河川に、円山川、

矢田川等があり、一方、瀬戸内海に注ぐ代表的河

川としては、阪神間の猪名川、武廊川、束播磨の

加古川、市川、西播磨の揖保川、千種川等が挙げ

られる。なかでも六甲山系に水源を有する河川は、

その水賀の良さで知られており、 主なものだけで

も32河川にのぽる。これらの河川は周囲の市街地

に急流で流入し、酒造等の地場産業の発展にも大

きく貢献している。

域は比較的ゆるやかな地形となっており、海岸線 2 神戸市

も、西部の播磨灘海岸は一部沈降海岸で屈曲が多

いが、それ以外は直線的で出入りは少ない。この

地域は、瀬戸内海沿岸地域特有の温暖な気候に恵

まれている。

地質的には、中国山地の基盤は古生）爵や中生陪

等の堆梢岩から成り、その間に花岡岩や石英粗面

神戸市は、兵廊県の南部に位骰し、東は芦屋市、

西宮市、宝塚市、北は三田市、吉川町、三木市、

西は稲美町、明石市と市境を接している。明治22

年の市制施行以来、周辺市町の合併と海岸部埋立

てによって市域を拡大し、現在の市域は束西36.1
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裟災jiりの阪神 ・淡路地域の概要
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km、南北29.7km、面梢は547.26厨となっている。

市域は東西に辿なる六甲山系によって南北に二

分されており、大阪湾に面する南側は、六甲山地

に端を発する住吉川、石屋川、湊川、妙法寺川等

の表六甲河川の運んだ土砂によってつくられた山

麓台地や海岸低地から成っている。この六甲山地

の南側は、いくつもの谷を含む急斜面となって市

街地と接し、山麓部の諏訪山断照を境として沖梢

地に辿なっている。神戸の既成市街地は、この六

甲山と瀬戸内海にはさまれた東西約30km、南北約

2 ~ 4 kmの地域に帯状に広がっており、市の人口

の 7胄ll以上がここに住んでいる。 一方、六甲山地

の北側には、流紋岩や第三紀｝松の地烈から成る標

商300m以上の丘陵地が波状に辿なり、その西側は

明石川水系の河）IIにより作られた第四紀陪から成

る低い台地となって、播州平野に続いている。こ

うした北部の丘陵地帯は、瀬戸内型気候で温利な

南側斜面の市街地に比べて寒暖の差が激しく 、ま

た気流の影靱等もあって、気象条件にかなりの述

いがみられる。

六甲山地の地質は、風化の進んだ非常に崩れや

すい花岡岩で形成されている。このため、各所に

山崩れや崖崩れが発生しやすく、地姦や大雨によ

る被害が心配されている。また、市街地の大部分

は軟弱地盤であり 、埋立地も多い。さらに、神戸

市周辺は、束西方向の「六甲断層系」、 南北方向の

「高塚山断｝杓系」等、複雑な断陪系が発達してお

り、「六甲変動」と呼ばれる新しい第四紀の地殻変

動の地域として注目されていた。

3 阪神地域

兵l庫県の南束部、大阪湾ベイエリアの中央に位

四する阪神地域は、 7市 1町（尼崎市、西宮市、

芦屋市、伊丹市、宝塚市、川西市、三田市、猪名

川 lll•I) から成り、束は大阪府、西は神戸市、北は

丹波と境界を接し、南は大阪湾に面している。こ

第 1蹂 自然条件及ぴ社会条件

の地域は、束西が33km、南北が38km、総面梢は

646.96畑で、県土面梢の7.7％を占めている。

地形的には、地域のほぼ中央に武庫川が、東側

に猪名川が南北に流れている。また、地域の北部

には、六甲山系と長尾山系及び北摂迎山を椀し、

これらの山系以北は、阪神地域にとって費重な自

然査iliiiの宝廊となっている。

気候は全般的に温暖であるが、六甲山系より北

部の地域では、南部地域や中部地域よりも冬季の

気温が若干低く、降雨批も南部地域より年間100mm

前後多くなっている。

4 淡路地域

兵廊県南部に位甜する淡路島は、大阪濡と播磨

灘を隔てている瀬戸内海最大の島で、東西30km、

南北55km、その総而梢は594.88畑に及ぷ。島内に

は1市2郡10町があ り、島の束南部に位協する洲

本市が、島内の行政、経済の中心地となっている。

今回の地震によって島内最大の被害を受けた北淡

町は、淡路島の西北端に位閥し、東西11.6km、南

北13.7km、海岸線が18kmにわたる帯状地形の町で、

面梢は51.03kniである。

淡路島は、もとは六甲山地に辿続していたが、

今から約200万年前の新生代•第二瀬戸内海時代に

明石海峡の陥没によって分断され、現在の形にな

った。主として花岡岩の丘陵から成り、海岸沿い

は第三紀陪の地質となっている。淡路島北部の海

岸線は、急勾配で山が海に迫り、耕地のほとんど

が段々状の棚田になっている。今回の地震の原因

となった野島断陪は、この海岸線沿いに約9kmに

わたって延びている。

気候は内海性で温暖少雨であり、慇潮の支流に

洗われる南海岸や大阪浩に而する束浦海岸は冬で

も暖かいが、播磨灘に而する西浦地域は、北西季

節風をまともに受けるため、冬季の農業やi魚業は

大いに制約される。
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第1編 裟災jiりの阪神 ・淡路地域の概要

第2 社会条件

1 人口の推移

(1) 兵庫県全域

兵廊県の人日は、平成7年 1月1日現在で552万

6,689人、 1じ帯数は192万7,156世帯となっている。

昭和60年10月1日の国勢調査では、県内の人口は

527万8,050人であったことから、この10年間で25

万人近く増加したことになる（表1参照）。

(2) 神戸市

神戸市の人口は、平成 7年 1月1日現在で152万

365人、 ・世帯数は58万12世僻となっている。この10

年間の人口の推移を追ってみると、市域全体では

毎年約 1万人ずつ培加しているが、これはほとん

どが西神 ・北神地域（北区、西区）の人口増によ

るもので、六甲山系南麗の既成市街地（束灘区～垂

水区）の人口はほぼ横ばい状態となっている。

市域内総人口のうち、約73％は沿岸部の既成市

街地に居住しており、この地域の人口密度は約

6,600人／厨にのほる。 一方、西神 ・北神地域の人

口密度は約1,100人／畑となっており、沿岸部の過

密状態が際立っている。なかでも特に人口集中度

が高いのは、東灘区南部、灘区南部、兵廊区中北

部、長田区中南部等である。市の中心部を取り巻

く古い市街地では、人口の滅少や断齢化、地域産

業 ・小売商業の停滞、建築物の老朽化等のいわゆ

るインナーシティ現象が発生している。

(3) 阪神地域

阪神地域の人口は、平成7年 1月1日現在で166

万1,516人となっており、県内総人口の30％を占め

ている。昭和60年10月1日の国勢調査では、地域

内の人口は158万6,035人であったことから、この

10年間で7万5,000人余り増加しており、特に北部

6 

表 l 震災前の人口等一黄

（平成7年 1月1日現在）

地域名 而 禎 人 I] 人口密度 批幣数

兵 hli. !＼↓ 
畑f 人 人／km'1,927,156 8,386.54 5,526,689 658.9 

神 戸 市 547.26 1,520,365 2,778.1 580,012 

束灘区 30.36 191, 716 6,314.7 77,296 

灘 区 31.23 124,538 3,987.7 55,332 

神 中央区 23.61 111,195 4,709.6 52,118 

戸
兵 Jilt区 14.44 117,558 8,141.1 53,255 
市
北 区 241. 71 
行

217.166 898.4 71,311 

政 長 Ill区 11. 51 129,978 11,292.6 53,247 

区 須庖区 28.40 188,949 6,653.1 66,384 

亜水区 28.58 237,735 8,318.2 87,400 

西 区 137.42 201,530 1,466.5 63,669 

阪神地域 646.96 1,661,516 2,568.1 613,675 

尼崎市 49.69 492,793 9,917.3 193,337 

西宮市 99.05 424,101 4,281.6 163,785 

阪 芦屋市 17.24 86,862 5,038.3 33,916 

神 伊丹市 24.95 189,767 7,605.8 66,992 

地 宝塚 RL,j 101.96 206,641 2,026.6 73,119 

域 /II洒 Tl,i 53.44 143,588 2,686.9 47,935 

三 肝l市 210.22 91,109 433.3 27,050 

猪名川町 90.41 26,655 294.8 7,541 

淡路地域 594.88 163,540 274.9 51,959 

兵庫県調ペ

の三田市、猪名川町の人口増が顕著となっている。

(4) 淡路地域

淡路島内全体の人口は、平成 7年 1月1日現在

で16万3,540人となっている。

淡路島内の人口は、戦前は18-19万人とほぽー

定しており、終戦直後の昭和20年には20万人を数

えたが、以後は漸滅傾向にある。近年この地域で

は高齢化の進行が著しく、平成 2年10月1日の国

勢調究では、 65歳以上の人口が管内総人口の18.9

% （全県11.9%) を占めている。



2 土地利用の実態

(1) 市街地

神戸市は、約36％が市街化区域、約64％が市街

化調整区域となっており、平成 6年 1月現在の市

内の建物棟数は約51万棟にのぼる。このうち木造

家屋は約28万棟を数え、全体の55％を占めている。

特に木造家屋の密集している地域は、灘区、中央

区東部（旧昨合区）、兵廊区、長田区等である。中

高陪建築物は、市内最大のピジネスセンターであ

る三宮から神戸駅周辺にかけての中央区西部地区

に集中しており、また都心周辺にはポートアイラ

ンド、六甲アイランド等の海上都市の整備も進ん

でいる。 一方、六甲山系北部の西神 ・北神地域で

は、ニュータウン1}F1発やインダストリアルパーク

の整備等による都市化が近年急速に進行し、股地

や遊休地の減少傾向が顕著になっている。

阪神地域における市街化の進展状況をみると、

南部地域の束西交通軸上に形成された市街地は、

昭利30年代以降の高度成長期において中部及び北

部地域へ向けて急辿に拡大し、昭和55年ごろには

ほぽ平野部全域が人口集中地区となるに至った。

また、昭和40年ごろから猪名川沿いを中心にニュ

ータウン開発が始まり、 JR福知山線などの鉄道沿

線において住宅地開発が進展している。

こうした北へ向けての都市化が進むなかで、南

部の既成市街地では、臨海部を中心に工場の遊休

地化が進行しており、人口の減少や事業所活動の

停滞等の問題が顕在化している。しかし、地域全

体としては、 主要な鉄道ターミナル周辺における

市街地再開発事業の進展により、商業・業務 ・文

化・梢報等の機能集梢も進みつつある。

(2) 交通

阪神 ・神戸地域の鉄道網は、 JRの束海道 ・山枇

本線が市街地の中央を束西方向に横断し、それを

第1窄 自然条件及ぴ社会条件

はさむ形で山手側には阪急電鉄神戸本線、同宝塚

線、海側には阪神屯気鉄道本線がそれぞれ大阪へ

遥じている。また、山賜電気鉄道が西神戸の海岸

を通って姫路市と結ぴ、神戸電鉄が六甲山地を越

えて有馬、 三田、 三木、小野方而と辿絡する。こ

れらのJR及ぴ私鉄各線は、市営地下鉄や神戸高辿

鉄逍等で結ばれており、また市街地とポートアイ

ランドや六甲アイランドとの間には神戸新交通シ

ステムが、市街地の北部には新幹線が敷設されて

いる。さらに、阪神地域の北部では、 JR福知山

線、能勢地鉄妙見線、同日生線等が南北方向に走

っている。

幹線道路網は、阪神高辿道路大阪神戸線、国道

2号線、 43号線、176号線等が市街地を貫き、東西

を結ぶ大動脈となっている。また、内陸部には中

国縦貫自動車逍が東西方向に仲ぴており、山肋自

動車道の整備も進められている。さらに、六甲ト

ンネルや新神戸 トンネル、六甲北有料道路、山麗

バイパス等の開通により、南北方向の辿絡道路網

も沿実に強化されている。阪神間を南北に貫く 主

な路線としては、国道171号線、173号線、 主要地

方道川西篠山線、同尼崎池田線、同尼崎宝塚線等

が挙げられる。

淡路地域では本州と淡路島を結ぶ旅客船は、明

石一岩屋、 明石—;！五品、神戸一津名一i州本、 1剥空

ー津名一洲本、深Elー洲本など10航路が運航され

ている。カーフェ リーは、明石ー岩屋、須磨ー大

磯、西宮一津名、深日ー津名など 6航路が運航し

ている。本州との交通の便がよいため、，島の北部

は神戸や播磨への通勤圏内に入っており、朝夕の

辿絡船は通勤者や学生で混雑する。この 5年間の

淡路地域の海上輸送批は平成6年度で人員1,305

万1,000人、車両353万3,000台にのぽっている。

陸上交通網は、秘内を南北に貫く 国道28号線と

淡路縦買道を中心に整備されており、，島内道路の

総延長は3,348kmに及ぷ。また、昭禾1160年6月には

南淡Iii-［と徳島県1I，f，}|．＂1市を結ぷ大喝門橋が開通し、
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第1糾 設災iiりの阪神 ・淡路地域の概製

四国へ陸路往米できるようになった。さらに、本

州 との間の明石海峡にも、平成10年完成をめざし

て11）1石海峡大橋の建設が進められている。

(3) ライフライン

神戸市の給水能力は83万5,000m•/ 日 、 給水戸数

は約65万戸、上水道将及率は99.6％に達している。

一方、下水道の将及率は、全市で97%、既成市街

地では99％にのぼり、全国でも研い将及率を誇っ

ている。

阪神間各市町の給水能力は128万9.OOOm•/ □、下
水道の咄及率は、 .l_ii.成6年3月31El現在、尼崎市

97.7%、西酋市82.6%、芦届市99.4%、伊丹市90.7

％、宝塚市77.9%、川西市87.3%、三田市54.1%、

猪名）II町71.3％である。

淡路広域水道企業団の給水能力は3万7,OOOmゾ

日である。

また、神戸市の都市ガスの供給戸数は約63万戸

で、市内の大部分に供給されているが、西区、北

区等の一部地域ではLPガスが使用されている。屯

気の契約数は約86万l_1にのぼる。

(4) 公共施設

神戸市では兵即限庁、神戸市役所等の官公庁は、

三宮から神戸駅周辺にかけての中央区西部地区に

表 2 地下街の現況

名 称 所 在 地

さんちか神戸地 ート街 神戸市中央区三函IIIT

神戸新 Ilil会館 ・ 秀味街 ＂ ＂ 
裳1|:•通

阪神元 lllI 地下布楽街 ” ” 元町通
メトロこうぺ神 戸 タウン ＂ ＂ 

rj 1111.［通

デ ュ オこうぺ（山 の手） ” ” 相生町

集中している。この地域はまた、各種廂業施設の

ー大集柏地ともなっており、銀行や大規模商店街、

地下街等もこの一帯に集まっている。神戸市内に

ある地下街の現況は、表 2のようになっている。

また、神戸港は我が国を代表する国際貿易港で

あり 、阪神地域のみならず、日本全体の物流の一

大拠点として確固たる地位を保っており、貿易額

は横浜港に次いで全国第2位を占める。

阪神地域南部の臨海部には、重要港湾尼崎 ・西

宮・芦屋港が、大阪港と神戸港の間に束西10kmに

わたって広がっている。同港の平成6年の取扱貨

物iitは約2,660万 トンにのぼった。

公園、緑地等の公共スペースは、都市防災上皿

大な役割を担う。表3のように神戸市内の都市公

園而梢は、平成4年度末の時点で2,225.57ha、市

民1人当たりの公園面梢は14.83m'となっている。

現在、阪神間の臨海地区では、公共埠頸の整備、

緑地及ぴ人工海浜の整備のほか、ウォーターフロ

ントにおけるレクリエーション空間として西宮 ・

芦屋マリーナ計画等も進められている。

国際空港としては、大阪国際空港が伊丹市に立

地している。同空港は市街地に隣接しており、ま

た航空需要の増大につれて機能的にも限界の状態

に逹していたが、平成5年には大阪府南部の泉州

沖に関西国際空港が開港し、混雑の緩和が図られた。

(j|i.lJ文 61F4H~↓{£)

Jll 辿・̂ ihi 梢 店舗数

飲食店 ・物販店 19,100 149 

II 1,100 12 

II 1,500 51 

JI 5,500 48 

II 6,100 30 

デ ュ オこうぺ（浜の手） II 

” 
束川崎II「]．

” 10,900 31 

メトロこうぺ神戸新li!-l地タウン ＂ 
ミナエンタウン南ビル ” 
大 橋 地 下 道 ＂ 
出典 ：「兵庫県地域防災計画」兵庫県防災会議

8 

兵即区新I・}llj也 ” 3.700 25 

＂ ＂ 1,500 26 

長田区IJ紺塚lll]・
＂ 800 10 



表 3 都市公園等の現況

都市計・但I.l 者li7| i i1 •両 都市公園 都市公園 平成4年度オ` 1人 参 考
市町名 悩域人1-1 当り'11111li公I&|Wlifit 平成3年度水

区域 名 （千人） 箇所数 而梢(ha) (m•／人） (m'／人）

1 神 戸 神 戸 市 1,501 1,206 2,225.57 14.83 14.49 

2 阪神 lt:J 尼崎市 497 387 174.72 3.52 3.52 

西窮 iii 425 265 244.47 5.75 5.66 

芹 1弔叶j 87 52 37.59 4.32 4.29 

伊 ）・1・m 187 69 80.31 4.29 4.23 

宝塚 rli 203 191 68.66 3.38 3.35 

JI I西 TII 142 156 51.59 3.63 3.65 

三 1-l1TIj 65 41 66.20 10.18 7.88 

猪名川町 21 8 16.00 7.62 5.75 

rt1 • 1,627 1,169 739.54 4.55 4.39 

第 1 't~i: 自然条件及ぴ社会条件

（平成5年3月31日現在）

出典 ：「兵庫県地域防災計画」兵庫県防災会饒

(5) 危険物施設

神戸市、阪神地域、淡路地域の危険物施設数は

表 4のとおりである。

神戸市の石油、高圧ガス等の危険物を取り扱う

施設については、指定数鼠以上の危険物を扱う製

造所が39施設、貯蔵所が3,358施設、取扱所が1,262

施設ある。また、少拙危険物貯蔵取扱所は8,489施

設にのぼる。

さらに、石油コンビナート等特別防災区域とし

て束部第 1-T．区行政区、東部第2エ区行政区、 i難

区灘浜町、四部第 1工区行政区筍‘:260haが指定さ

れており、そのなかには、石油コンピナート筈災

古防止法の適用を受ける事業所として第 1種 9事

業所、第2種 5事業所が含まれている。

表 4 神戸市等の危険物施設数
（平成6年 3J J 3111現在）

施設の !l'i' 蔵 所 取 扱 所

区分 製
小 届 ｝発ll庁 尾ll庁 地lti: 節！li:

尺
I冦 4ヽ 給 第1［又 第l［又 移

B I • 造 内
ば蔵
内 下 yヽjl 外 i I l l 送 般

lti: 夕蔵 夕蔵 夕蔵 JI’j : 取 種扱 種扱 取 取
消防 所 祓 ン ン ン ン ン 蔵 扱 販 販 扱 扱
本部名 計・ 所 ク所 ク所 ク所 ク所 ク所 所 i"|’ 所 ‘)-1 C• )-'• l9 r 売i折 所 所

神戸 市 4,659 39 3.358 644 687 288 856 3 656 224 1,262 584 47 26 12 593 

尼崎市 2,373 62 1,742 421 522 60 314 

゜
231 194 569 193 12 3 8 353 

阪
西宮市 651 ， 414 94 49 31 189 3 42 6 228 137 3 1 

゜
87 

芦届市 86 

゜
61 8 1 5 46 

゜゚
1 25 21 

゜゚ ゜
4 

ネ111
伊丹市 639 11 421 119 101 17 122 1 52 ， 207 77 4 2 

゜
124 

地 宝塚市 283 5 162 33 35 18 67 1 3 5 116 61 4 

゜゚
51 

域 川西市 255 4 182 43 4 15 79 

゜
33 8 69 40 1 

゜゚
28 

三田市 351 3 255 56 50 8 86 

゜
33 22 93 45 

゜゚ ゜
48 

猪名川町 47 

゜
31 3 3 3 13 

゜
6 3 16 16 

゜゚ ゜゚阪神地9成計 4,685 94 3,268 777 765 157 916 5 400 248 1,323 590 24 6 8 695 

淡 路 793 

゜
561 53 177 21 148 2 154 6 232 141 1 3 1 86 

n-1・ 10,137 133 7,187 1,474 1,629 466 1,920 10 1,210 478 2,817 1,315 72 35 21 1,374 

出典 ：「消防防災年報J平成6年版兵庫県

，
 



第 1編 哀災liりの阪神 ・淡路地域の概要

阪神地域には指定数批以上の危険物を扱う製辿

所が94施設、貯蔵所が3,268施設、取扱所が1,323

施設ある。

さらに、石油コンピナート等災沓防止法の適用

を受ける事業所として尼崎に第1種 3事業所、第

2種12tl',:業所がある。

また、淡路地域には指定数祉以上の危険物を扱

う！！行政所が561施設、取扱所が232施設ある。

3
 
都市活動の特性

(1) 産業・商業

兵）Ili県の産業構造は」ー．．業限としての性格が強く、

l」本布数の阪神T〗業地僻、播1牲工業地冊に鉄鋼、

屯気、機械、食品等の基幹的な産業がある。 また、

近年は第2次涯業から第3次悌業への転換が進ん

でおり、 サービス経済化の傾向も示している。

また、広域的な！l!上を利用して、

僻、 山麗部に1:i・・光地幣、

県叶I北部地域

では股林水栢物の牛朕や新しい名産、特産物づく

りが盛んになっている。

判IJ-irliの中心市街地は、臨海部に迷約・ -L業地

その中1.iil部に住．n．fjilt在

ダストリアルパーク、

長1111凶

サイエンスパーク等の産業

機能が強化されつつある。

祐i業も同様に、貿易商社や洵巡業、港洗迎送業

など港硲に関辿するものが多い。小売業は中央区、

兵廊区に数多く集まっており、特に三宮

センター街やさんちかタウン、老舗の多い元町等

の大規校陪i)出街をもつ中央区は、集客力、販売額

共に他を圧倒している。一方、長田区や兵）車区に

は昔ながらの個人蔽店が多く、古い廂業中心地の

伝統をいまなお残している。

なお、神戸市内の事業所数は図2のとおりであ

る。

阪神地域では、臨海部の1H市街地やJR福知l_LI線

沿いに工場が集柏しており、重化学工業を中心に

地域経済の発展に寄与してきたが、近年、産業構

辿は匝厚長大型の鉄鋼、金屈中心から池気、食料

品等の付加価値の高い加工産業へと移行しつつあ

る。

また、 1i:．工混在の解泊、 生産の効率化のため、

中小企業の集囲化、団地化も進んでいる。なお、

地場産業としては、 全国の生産課税出荷領の約30

％を占める灘五郷の洒造業（うち阪神地区は約50

地僻という 3M構造を1成している。

l臨海部のこI：業地帯は、鉄鋼、造船

絆の大企業とそれに付随する1於1連

企業が中核となり、神戸池との密

接な1剥係のもとに発展を遂げてき

た。神戸iIiのエな製辿業には、

のほかに食料品、

り、

こ

一般機械等があ

またアパレルや真珠等のファ

ッシ ョン，1怜業も神戸経済の一茨を

さらに、市街地西部

の鼓LH区はゴムJ_．．場の一大集梢地

担っている。

となっており、 ケミカルシューズ

節を製辿する中小企業が集ま って

いる。また、近年は六甲11」北部の

図2 神戸市内の事業所数
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西神 ・北神地域においても、

IO 

イン 出典： 「阪神 ・淡路大震災における消防活動の記録」神戸市消防局



％）や、 川西市の皮革産業等が挙げられる。

また、阪神地域は160万人の消骰者を抱える大消

骰地であり、県内でも有数の商業l割を形成してい

るが、大阪、神戸という巨大な商業集柏地にはさ

まれているため、購買力の流出が生じ、都心型摘i

業の発展がはばまれている。大批の消骰者ニーズ

に対応し、特色あるまちづくりを進めていくため

にも、魅力ある商業 ・業務ゾーンを地域内に育成

することが大きな課題となっている。

淡路仙は「花とミルクとオレンジの島」といわ

れ、京阪神地方を大市場としての1且I芸晟業、酪牒

業、牧畜業が盛んである。特産のタマネギは北涌

道に次ぐ全国第2位の大生産地で、県内生産高の

90％以上を占めている。 秘内北部の束浦海岸では

花舟栽培が盛んで、現在では西日本随一の産地と

なっている。酪J;＆は南部の三原平野を中心に発逹

し、乳牛頭数で県下の40％を超えている。また、

温州 ミカン、夏ミカンの生産も県内・i-1り大である。

また、淡路島周辺は好漁場に恵まれていること

から、 古 くから漁業が発達しており、 i魚獲高は県

下の30％を占めている。このほか、 地場産業とし

京阪神地方を代表する観光地。ミナ ト神戸

第 13:t 自然条件及ぴ社会条件

ては、粘土瓦（西淡lll［中心）、線香（一宮町中心）、

手延べ索麺 （面淡町中心）、真珠核(i州本市中心）

等が挙げられる。

(2) 観光・文化

日本海から瀬戸内梅に至る兵）庫県は、美しい自

然のなかに長い歴史を刻み、パラエティ豊かな観

光査源や香り高い文化を育んできた。とりわけ、

奈良や京都に近接し、昔から歴史の流れに大きな

かかわりを持ってきたことから、数多くの史跡、

民俗芸能など俊れた文化迫産に忠まれている。

神戸市は海、山、温泉などの糾光査源に恵まれ

て、古くから京阪神地方を代表する観光地として

親しまれてきた。特に、巽人館のある北野町界隈

の無l国1阻緒あふれる街並みや、六甲山から見下ろ

す夜穀の美しさは全固的に有名で、市内観光の目

玉となっている。このほか、源平合戦の史跡や古

瑣、古社寺等も数多く存在し、ボートアイランド

等の近代的都市梨観と好対照を成している。また、

瀬戸内悔国立公園に含まれる六甲山地には、植物

園、遊関地、キャンプ場、六甲山牧場等の施設が

11 



第 1紺 設災前の阪神 ・淡路地械の概淡

整っており、須磨海岸や有馬温泉等の保旋地とと

もに、市民の憩いの場として親しまれている。

文化施設には、南蛮美術の多い市立t貯物館、 H

本・中国の古美術を所蔵する白鶴美術館、兵廊県

下の古燕を集めた兵廊県陶芸館のほか、県立近代

美術館、神戸商船大学海事査料館、神戸国際港湾

博物館等がある。

阪神地域には、甲子園球場や宝塚ファミリーラ

ンドなど大きな集客力を持つ観光査源やゴルフ場、

阪神競馬場等のレジャー施設があり、全国的な知

名度を持つものも少なくない。観光拠点としての

特色は、都市近郊の日婦り客が圧倒的に多く、杜

寺参拝が多数を占めていることが挙げられる。

芸術 ・文化而では、演劇専門のピッコロシアタ

-（尼崎市）、アイ ・ホール（伊丹市）、音楽専用の

ベガ・ホール（宝塚市）等の特色ある文化施設や

多目的ホールが各地にあり、民fiilホールも宝塚大

劇場をはじめ16施設が地域内に立地している。ま

た、小規模ながら個性的な美術館やt蒻物館も多く、

広く地域住民に親しまれている。

淡路地域は瀬戸内海国立公園の東端に位刑し、

温暖な気候と海洋性の豊かな自然環境に恵まれ、

優れた観光レクリエーション地域として人気をt尊

している。平成5年度の観光客総入込数は889万人

で、そのうち537万人 (60.5%）は県外からの来訪

客である。観光消iJ1額は9041意円にのほり、これは

品内総生産領の11.5％を占めている。

島内には、叫門海峡の渦潮や大I鳩門橋をはじめ、

洲1本城跡、由良城跡、｝災野松原等の史跡や観光名

所が数多く存在している。また、長い伝統を持つ

神社、仏1#1や、淡路人形等の古文化財も多い。最

近は海水浴客やゴルフ客も坪／］J［Iしている。

「花とミルクとオレンジの島」とも呼ばれる淡路島の温室栽培

12 



第21江 被災地域における地姦災窟対策

被災地域における

地震災害対策

第1 防災に関する計画

昭和34年に日本を製った伊勢湾台風は、台風の

上陸地となった東海地方だけでなく、全国的な規

校で大きな被害をもたらした。これを機に、従来

の防災行政の欠陥を補い、種々の大規模災害に対

処するための総合的な施策の必要性が強く叫ばれ

るようになり、その結果、 1961年（昭和36年）に

図3 防災組織体制

災害対策基本法（以下「災対法」という。）が制定

された。

災対法は、国土並ぴに国民の生命、身体及ぴ財

産を災害から保護することを直接の1オ的とし、社

会の秩序の維持と公共の福祉の確保に査すること

を究極の目的としている（第 1条）。このような目

的を達成するために、災対法は、国、都道府限、

市Ill-［村、指定公共機関、指定地方公共機1刻並ぴに

住民等の防災に関する責務を規定し、それぞれの

（防災業務計画） （防災業務計画）

三 ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：こここここl:.. ］ ＿ ＿ ------:::::::一＿•ここー：ここ·-：［三
I指定地方公共機関1=u.J:::::::::::::::::::::::::::::1指定地方行政機闊

;' 

相互塙力芭門却竺早叶プ•liここここここここ：：：：：：ー：匡-
（地域防災計画） ： ： 

相互協力(1:i:::閂::pI亡てて二．：こここ：：：：：：：：：：：：：：：：：屯-圧ら］＇
勧告又は指示

……ーーー・ 資料などの提出要求

出典： 「都市防災」今井実他著仰ぎょうせい
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第1編 設災Jiりの阪神 ・淡路地成の概要

果たすぺき役割について記している。

災対法に基づき、国、都道府県、市町村、指定

行政機閲及ぴ指定公共機槻は、それぞれ防災計画

を作成し、その推進を図ることを義務づけられて

いる。このうち、国の防災計画は「防災碁本計画」

と呼ばれ、総理府に設附される中央防災会議がそ

の作成に当たる。これは防災に1紺する基本的な計

画であり、我が国において防災上必要と思われる

諸施策の碁本を定めるとともに、他の公共機1梃が

それぞれの防災計画を策定する際の基準とされる

（第34条）。一方、都道府県や市町村レベルの防災

計画は「地域防災計画」と呼ばれ、国の防災基本

計画に基づき、各都道府県又は市町村の地方防災

会議がその作成に当たる（第40条、第42条）。防災

計画には、このほかに指定行政機閲（国の省庁等）

や指定公共機閾（公団、池力会社等）が作成する

「防災業務計画」があり、これらが相互に補完し

合う形で、我が国全体の防災体制が図 3のように

構築されている。

以上のように、防災計画は、国、都道府県、市

町村及ぴその他の指定公共機関など相互の辿携に

よって成り立つものであるが、なかでも地域防災

計画は、住民に直結した行政を実施している基礎

的な地方自治体による計画であり、その地域に住

む人びとの生命、身体及び財産を保護するうえで

最も大きな役割を担っている。都道府県地域防災

計画が関係機関絆の処理すべき事務または業務を

包含し、その地域における総合的な運営を図るこ

とを主な目的としているのに対して、市町村地域

防災計画では、当該市町村を中心とし、その区域

における防災活動の効果的かつ具体的な実施を図

ることに重点が粧かれている。
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第2 被災地域における
「地域防災計画」の概要

1 被害想定

阪神・淡路地域は、全国的にみれば過去に地裟

によって大きな被害を受けた経験の少ない地域で

あり、過去の自然災害の事例をみると、大規模災

害の多くは集中豪雨や台風等の風水害によるもの

となっている。したがって、この地域では一般に

地誕よりも風水害に対する舒戒感が強く、風水害

対策の万全を期すことが、防災上の最優先課題と

されていた。このため、兵）庫県内各自治体の地域

防災計画は、いずれも風水害対策に重点を既いて

策定されていた。兵庫県、神戸市、尼崎市におけ

る地域防災計画の地震被害想定は、それぞれ次の

とおりである。

(1) 兵庫県地域防災計画

ア 被害想定の対象となる地震

兵｝庫県の過去における地捉の発生状況をもとに、

県域に比較的大きな被害をもたらす地震として、

次の 4つを想定している。

① 紀伊半島沖で発生する海洋性巨大地裟

(M8.4) 

〔過去の事例〕南海地震

1946年（昭和21年） 12月21日 M8.l 

② 日本海沿岸で発生する内陸部地誕 (M7.0) 

〔過去の事例〕北但馬地震

1925年（大正14年） 5月23日 M7.0 

③ 県南西部で発生する内陸部地設 (M7.0) 

〔過去の事例〕

868年（貞観10年） 8月3日 M7.l 

④ 枚方周辺で発生する内陸部地震 (M7.0) 

〔過去の事例〕

1596年（巖長 1年） 9月5日 M7.0 



イ 想定地震による震度分布

地表における震度や振動の加速度は、地裳の大

きさや震源からの距離のほか、その土地の地形や

地既によっても大きく左右される。県下の地質図

をもとに、前記①～④の想定地哀による各地域の

表 5 想定地震による各地域の震度の概要

第2旅 被災地域における地裟災せf対策

裳度を予想すると、表5のようになる。過去に発

生した地猿による実際の裳度分布は図4のとおり

であるが、表5の想定される裳度は実際の震度よ

りやや大きい結果となっている。

①紀伊半島沖 ②日本海沿岸 ③姫路周辺 ④枚方周辺

神 戸 市 5 5 

阪神南部地域 5 4 ~ 5 

阪神北部地域 5 5 

束播臨海地域 5 5 

播磨内陸地域 5 5 

播磨中央地域 5 5 

西 播 地 域 5 5 
dノ-‘: 粟 郡 5 5 

南 但 地 域 5 5 ~ 6 

北 但 地 域 5 6 ~ 7 

氷 上 郡 5 5 

多 紀 郡 5 5 

淡 路 地 域 5 ~ 6 4 

出典 ：「兵庫県地域防災計画」兵庫県防災会艤

図4 過去に発生した地震の震度分布

（大正14年5月23日）北但馬

地震の震度分布(M7. 0) 

（昭和21年12月21日） 南海地震の震度分布 (M8. I) 

出典： 「兵庫県地域防災計画」兵庫県防災会犠

5 ~ 6 5 ~ 6 

5 ~ 6 5~6 

5 ~ 6 5 ~ 6 

6 ~ 7 5 

6~7 5 

6 ~ 7 5 

6 4 ~ 5 

5~6 4 ~ 5 

5 ~ 6 4 ~ 5 

5 4 ~ 5 

5 ~ 6 5 ~ 6 

5~6 5~6 

5 ~ 6 5 

（昭和 2年 3月7日）北丹後地震の震度分

布 (M7. 5) 

3 

（昭和27年7月18日）吉野地震の震度分布

(M7.0) 
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第1編 袋災前の阪神 ・淡路地域の概要

ウ 木造家屋の倒壊棟数の推定

木造家屋が倒壊するかどうかは「地表における

地震動の加速度」「木造家屋の壁率、振動の固有周

期、老朽度」「地盤崩壊の程度」によって決まる。

県下におけるこれらの現況から、前記①～④の想

定地震による木造家屋の倒壊棟数を推定した結果

は、表6のとおりである。

表 6 地震による予想全壊家屋棟数

①紀伊 ②n本 ③姫路 ④枚方
半秘沖 海沿岸 周辺 周辺

神 「一i 市 722 14 3,985 1.498 

阪神南部地域 1.549 30 1,354 36,102 

阪神北部地域 2 53 59 

束桶臨海地域 32 1 23.803 45 

播府内腔地域 12 11,445 5 

播9牲中央地域 180 10 51,448 20 

西播地域 16 1 5.332 
L’L‘ : 粟 郡 775 

南但地域 75 

北但地域 14.020 

氷 」•. 郡 1 2 42 1 

多 紀 郡 4 

淡路地域 453 406 3 

計・ 2,967 14,153 98.647 37,733 

出典： 「兵贋県地域防災計画」兵庫県防災会議

エ 出火件数と炎上件数の推定

関束大裳災などの過去の誕災事例から、前記①

～④の想定地姦による火災発生状況を想定した結

果は、表7のとおりである。

表 7 想定地震による火災発生状況の想定

全 出 火 炎」．．火

件 数 災件数

①紀伊半［⑳|l 冬の夕食時 1,184 745 

夏の夕食Il寺 113 83 

②H本海沿；れ 冬の夕食II寺 467 274 

夏の夕食時 44 30 

③姫路周辺 冬の夕食11.~·: 5.496 3,290 

区の夕食lI寺 528 364 

④枚方周辺 冬の夕食lki.: 4,430 2,762 
夏の夕立li，i●： 424 305 

出典： 「兵庫県地域防災計画」兵服県防災会議
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オ 津波の規模の想定

地震の規模と津波の規模（表8) との間には、

過去の事例から表9のような関係があり、太平洋

または日本海域でマグニチュード6.5以上の海底

地誤が発生 した場合は、津波の発生が予想される。

過去において、県下に津波の影牌が及んだと考え

られる地虚は表10のとおりである。

表 8 今村・飯田の津波規模階級

津波規模
1nL 9 事

附 級

[ -1] 波窃50cm以下。検潮器で観測される程度で

無被窮。

［ 0] 波ir:il miiij後で、 i魚船 •水脱施設に被害がで

る。 100kmの範囲で波i',':i50~80cm。

［ 1 ] 波窃2~3 mで、海岸の低地にある家／歪が

没水被咄を受け、船舶が流される。 200kmの

範囲でlm程度の波邸がある。

［ 2] 波邸4~6mで、多数の家屈が流出 ・没水

し、死者がでる。300km範囲で1.5m程度の波

硲がある。

［ 3] 波~·:ilOm前後、 lif'）地(I勺に15-20mに達する 。

400kmの範囲で2.5m程度の波邸があり、 gli

著な被古：がでる。

［ 4] 波沿i20mfiり後、局地的に30mに述する。 500

kmの範囲で約4mの波邸があり、甚大な被

害がでる。

出典： 「兵暉県地域防災計画」兵庫県防災会躾

表 9 地震のマグニチュードと津波規模

マグニチュード 8.5 8.0 7.5 7.0 6.5 6.0 

津波規模
4 3 2 

゜
-1 ... 

（康海 ・酎海沖）

津波規模 ... ... 3 1 

゜
-1 

(H本海）

出典： 「兵庫県地域防災計画」兵廊県防災会諮



表 10 県下に津波の影薯を及ぼした地震

太平洋側

年 月 R 設 央
地姦規模 津波規模

(M) 階 級

684.11.29 至戸岬沖 8.4 3 

887. 8.26 紀伊半，怜沖 8.6 3 

1099. 2.22 紀伊半秘沖 8.0 2 

1360.11.22 熊野i難沖 7.0 2 

1361. 8. 3 紀伊半島沖 8.4 3 

1605. 2. 3 室戸岬沖 7.9 3 

1707.10.28 紀伊半島沖 8.4 4 

1854.12.24 紀伊半島沖 8.4 4 

1946.12.21 紀伊半島沖 8.1 3 

1960. 5.23 南米 ・チリ沖 8.5 4 

II本海側

_{,=. JI 
＂ 

qし~；•< 央
地裟規校 祁波規校

(M) 階 級

701. 5.12 若狭約西部 7.0 2 

1927. 3. 7 );(者1りff4tvり脊li 7.5 -1 

1964.6.16 新潟県沖 7.5 2 

1983. 5.26 
昭和58年

7.5 3 
H本海r!,部地哀

1993. 7.12 
平成5年(1993年）

7.8 3 
北海道南西沖地裳

出典： 「兵厘県地域防災計画」兵庫県防災会議

(2) 神戸市地域防災計画

ア地震の想定

被害想定の対象となる地設の媒源地としてl':isl5 

図 5 想定地震位置

②

x
 

第2究 被災地域における地設災害対策

の 3カ所を想定している。

① 南湘道沖（神戸市から南180km、M8.4)

② 枚方周辺（神戸市から北束70km、M7.0)

③ 山崎周辺（神戸市から西50km、M7.1)

愁定地震の規校は、いずれも姦度階級5（強裟）

の強とし、地裳発生時間は冬の夕食時としている。

イ 被害の概要

計画の前提となる被害の概要は、表11のとおり

である。

表11 被害の概要
（数字はいずれも概数）

地南海追設沖 枚方周辺 山崎Itl辺
地磁 地設

木造建物全壊棟数 500棟 1,500棟 3,000棟

炎 ＿I・.,'I,1火件数 30件 70111・- 110件

出典 ：「神戸市地域防災計画」神戸市防災会誼

ウ津波

大阪諮の地形から、神戸港においては津波のエ

ネルギーはかなり弱められ、大規模な津波が襲来

することは、まず考えられない。潮位のT:jい秋季

のii岡潮時に発生したとしても、現在の防潮堤で対

応できるものと考えられている。

① 
X 

Xは震源地を示す

出典 ：「神戸市地域防災計画」神戸市防災会議

(3) 尼崎市地域防災計画

ア地震の想定

愁定地設は、次の 3種類としている。

① 近地地裳（閑雑）i（までの距離 約 70km M7.5) 

②述地地震（誕源までの距離約190km M8.4) 

③束洵地震（震源までの距｝雅約220km M8.4) 

このうち、①、②の地姦は、尼崎市内に設度5

~6の被沓を与えるものと予想される。

イ 木造家屋の倒壊棟数の推定

前記①～③の想定地震による木造家）.ffiの倒壊棟

数を推定した結果は、次のとおりである。

①近地地姦 全壊棟数 約 460棟

半壊棟数

②述地地震 半壊棟数

約5,940棟

約2,000棟

17 



第1編 姦災jiりの阪神 ・淡路地域の概災

③東海地震 半壊棟数 約 820棟

（述地地設及ぴ束悔地震では、計筑上は全壊は

発生しないが、特に老朽化した家屋や液状化の

発生した地域では、全壊家産が発生することも

予想される）

ウ 出火・延焼被害の想定

想定する近地地裟が発生した場合の被害予想は、

おおむね表12のとおりである。

表12 出火 ・延焼被害の想定

冬のタ 春秋の仕 夏の朝

（風辿6m／秒） (J風辿6m／秒） (J瓜辿6m／秒）

炎上出

火 f'I・・ 数
7 1 14 ・ • 20件 6 ff・ 

木造建物の

焼失棟数
約3,460棟 約1.270棟 約 490棟

被災Ill：滞数 然Jl7.000111:~i:- 糸り］3.300111:{l} 糸り11.900lll ~i} 

（人日） （約45,000人） （約35,000人） （約31,400人）

負傷者数 約820人 約580人 約490人

（死者数） （約450人） （約310人） （約260人）

出典： 「尼崎市地域防災計画」尼崎市防災会議

工 地盤の状況と液状化の被害

尼崎市内には、特に沿岸部を中心に埋立地等の

軟弱地盤が広がっており、こうした地域では、地

設動により液状化現象が発生し、地盤の支持力が

失われることにより地上構造物に被害が発生する

おそれがある。

微地形とポーリングテータをもとに地点ごとに

液状化危険度を判定した結果から、液状化発生の

可能性が高いと判断される区域は、図6のとおり

である。

18 

図6 地盤の状況と液状化の被害

{I 1 、しし 公二）へ．＼

第1種地盤（良好な地l付）
第II種地盤（比較的良好な沖栢倍）
ほ］第II種地盤（沖積倍）
区］第Ill種地盤（特に軟弱な沖梢陪）
口 液状化の可9献生が窃い範囲

出典： 「尼崎市地域防災計画」尼崎市防災会饒

2 災害予防計画

地域防災計画における地震災害対策編は、①総

則、②災害予防計画、③災害応急対策計画、④災

害復旧計画、といった構成となっているが、なか

でも大きな比重を占めるのは、災害予防計画、災

害応急対策計画の 2つの詣である。兵即県、神戸

市、尼崎市の各地域防災計訓における災害予防計

画の3:tに記載されている主な項1三1の内容は、おお

むね次のとおりである。

(1) 火災予防計画

地震に伴う火災の発生を防ぐには、まず各家庭

や事業所における出火防止と初期消火の体制を確

立することが匝要となる。地設発生時の出火を防

止するため、 火災予防運動や民m,防火組織の活動、



様々な広報活動などを通じて住民の啓発に努め、

火災を出さないための方法を周知徹底させる。ま

た、危険物施設や火気取扱施設の安全管理と保安

対策の充実を図り、指禅を強化する。さらに、常

備消防力の充実強化と消防隊の効率的な運用計画

の整備に努め、それぞれの地区における消防団の

協力と、住民自身による初期消火並ぴに泊防署単

位の有機的な消防活動により、被害を最小限に食

い止めるための方策を購じている。

なお、 火災が発生した場合、その火災が延焼拡

大するかどうかは、建物条件 （木造家屋の建ぺい

率、防火木造率、平均階数）と風辿に左右される。

県下におけるこのような危険性を 1km X 1 kmメ

ッシュごとに予測した結果は図 7のとおり である。

(2) 広域避難場所等整備計画

各自治体は震災ll寺における火災、津波、崖崩れ

等の被害から人命を守るため、広域避難場所や防

災公園等の施設を確保し、避難路の選定、避難所

における施設の整備等が行われている。

兵廊県では、裟災時における避難場所 ・避難路

の指定状況は、表13のとおりである。また、神戸

市の）ム城避難場所選定計画は図8のとおりである。

(3) 地下埋設物等災害予防計画

誕災時の被害を最小限にとどめるため、上下水

迫施設、屯力施設、都市ガス施設、屯気通信施設

等各稲地下埋設物の耐震性強化を図り、 万全の予

防措四を購じている。

なお、災害予防計画の章には、前記の項I中のほ

かに、都市防災化計画（オープンスペースの確保、

建築物の不燃化等）、建築物の耐設整備計画、地盤

災宵防止計画（地滑り 、崖崩れ、宅地崩壊筈の防

止）、浸水防止計画、交通施設等災害予防叶幽、防

災体制竪fiii計画、防災知識の普及計画、地媒災害

に関する調究研究等が盛り込まれている。

第2j位 被災地域における地裟災害対策

表 13 避難場所・避難路の指定状況（平成5年 4月 1日）

箇所数 而利tha 団体数

避
(1) 

1 次 23 10 2 
難 避難楊所

場 (2) 

所 2次（広域） 8 14 2 
避難場所

の (3) 
指 その他 1.843 2,708 83 
疋ヽ＝ら
避 難楊所

状 (• 1) ～ (3) 
況 計・ A 

1,874 2,732 85 

規
(1) 

10 ha 未満 1,837 1,583 85 

校 (2) 

月ll 10 ha 以未 上
25 340 10 

20 ha 満

の
(3) 
20 ha 以上 12 809 7 

状

況
(1) ~ (3) 

1,874 2,732 85 計・ B 

(1) 
学 校の校庭 903 1,300 81 
・ グランド

用 (2) 
保育園 ・幼稚園 46 14 16 
の 広 場

途
(3) 
公園 ・広場 290 880 17 

}jlj 
(4) 
河 /II 敷 ， 20 4 

(5) 
の グ ラ ン ド
（学校以外）

67 96 28 

(6) 

状
神社 ・寺院の 46 12 8 
瑳 IAJ 等
(7) 

況
そ の 他 513 410 38 

(1) ~ (7) 
1,874 2,732 85 n•I • C 

設；；り数 団体数

案 内 板 285 5 

避難誘祁栢識 72 1 

線路数 延長(km) 団体数

避 難 路 49 87 2 

幅Hl5n)以上の避難路等

゜ ゜ ゜注） 1 「避難場所」とは、当該地方公共団体が指定して

いるものをいう。

2 「1次避難場所」とは、 2次 （広域）避難場所へ

避難する前に一時的に避難する場所をいう。ただ

し、一時集合場所は除く。

出典 ：「兵庫県地域防災計画」兵庫県防災会艤
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第1紺 哀災Iiりの阪神 ・淡路地J)知の1既災

図7 延焼危険潜在ポテンシャル (Iii{,fll54年度、兵l叫屈該災対策湖究報告・沖 ー要避難地城の設定一）
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第2i位 被災地域における地姦災'.,If対策

図8 神戸市の広域避難場所選定計画、避難道路及び緊急物毀輸送路
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市 填

広は辺雌場所 （指定予定）No.1~7

（整備計画）®•® 

物資集積場所

緊急物資怜送祁

四

0
こ

（未整備）

神戸港

出典： 「神戸市地域防災計画」神戸市防災会訊
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災害応急対策計画

的な応急活動体制を敷いている。各防災機閾は、

あらかじめ災杏対策本部の設附基準を定め、 “(9-l7• 
リく活・

兵廊県、神戸市、尼崎市の各地域防災計画にお

ける災古）心急対策計画の甜に記載されている主な

項目の内容は、

(1) 

おおむね次のとおりである。

災害対策本部の設謹

大規模な地姦が発生した場合、各防災機I/klは災

岩対策本部又はそれに準ずる糾織を設賄し、総合

の発生に際して迅辿かつ糾織的な対応ができるよ

う梢報辿絡網を確立し、職員の動且、配備体制や

応援体制の整備に努める。兵hltl!！災杏対策本部の

糾織図は、1X19のとおりである。ただし、職員の

動且、配備体制や組織の連用節については、現実

の被沓状況によ って決定されるぺきものであり、

また交通機I具lの混乱絆で職員が参集できなかった

り、庁舎が損炭を受ける等の事態も起こり得るた
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第 1編 裟災前の阪神 ・淡路地域の概要

図9 兵庫県災害対策本部組織図

本 部 長

副本部長

本 部 ム工こ 議

知 1,,ill 出帝理各管公教本舒

知納議 部理

凸ヽヽ'―V’’• 

育部
企

車事 ・及監事長者業 •長 ・長察

本 部 室

務 11文 11ネ]:11哀 こ［ 育部災察特

窟 本察

化 11 I|坦日 本
対災

日 □日音ll 部音li策 部部害

注） 企画部は災害対策本部室に属する。

出典： 「兵庫県地域防災計画」兵庫県防災会饒

め、災害の実梢に合わせて柔軟に対応する。

(2) 避難計画

地裳に伴う火災の延焼拡大や津波、地滑り等の

発生が予想される場合、各防災機関は替戒区域を

設定し、避難の勧告、指示等を行って地域住民を

安全に避難させる。また、不特定多数の人が集ま

る商業施設、学校、病院、 工場等の所有者又は管

理者は、あらかじめ避難計画を定めて避難経路や

非常口の整備点検に努めるとともに、従業員に対

する防災訓練を行い、避難対策の万全を期す。

(3) 被災者救助計画

地裟により被災した住民に対する応急的、一時

22 

的な措臨として、次のような救援活動が行われる。

●避難者収容施設の提供

●食料品 ・飲料水の供給

●被服 ・寝具その他の生活必需物資の供与

●被災者の捜索 ・救出

●医療救護 ・助産

これらの救助活動は、原則的には災害が発生し

た市町、県が行うものであるが、災害の規模が一

定の基巡を超えて大きくなった場合は災害救助法

（昭和22年10月20日施行）が適用され、国の買任

において救助が実施される。

(4) 消防活動計画

ア 情報収集と広報活動



大震災時は通信機器の節害、人心の動揺等によ

り、必要な梢報の収集は極めて困難となる。消防

薯所は、災害発生後直ちに高所兄張員の配罰、監

視カメラやヘリコプターによる状況調査絆あらゆ

る手段で情報の把握に努め、 i肖防本部へ報告する。

また、活発な広報活動を行うことによって住民の

不安、危機感から起こる無秩序な集団行動を回避

し、適切な応急措箭、避難行動、今後の見通し等

の惜報を伝達して、住民の安全と消防隊等の効率

的な活動を確保する。

イ 火災の初期鎮圧と延焼防止

地裳の際は、同時に各所から火災の発生が予想

されるため、火災の発見通報と同時に最寄りの消

防署所からそれぞれ消防隊を出動させ、火災の早

期鎖圧を図る。各消防団員は招集を待っことなく 、

辿やかに自宅及び自宅周辺の出火防止措附を行っ

た後、あらかじめ指定された分団詰所に参集し、

消防団長の指示に従って消防活動に従事する。

多くの火災が同時発生し、現有消防力による鎖

火が困難となった場合には、一定の延焼阻止線を

設定して消防力をそれらの地点に集中し、極力延

焼の拡大を防ぐ。また、他県や他市Ill.［の消防機関

の応援を求め、消防力の増強を図る。

ウ 危険物施設に対する対応

火災の拡大により住民が重大な危険に陥るよう

な危険物施設や対象物を選定し、童点的に消火活

動を行う。この1iilに参集した消防職員及ぴ消防団

員は、別に編成した部隊で、他の火災の消火活動

に当たる。

工 避難路の確保

各地で火災が発生し、住民の生命身体に危険が

迫るような場合は、全消防力を投入して安全な場

所への避難路を確保する。

オ 救急救助活動

負1蒻者が集中して発生した場合は、仮救護所を

設け、現地で応急処置を行う。その他の場合は消

防署及び消防出張所を拠点救護所として応急処附

第2甜 被災地域における地設災害対策

を施し、医療機関の受入体制が照い次第、重症者

から順次搬送する。被害が広範囲に及ぴ、現有の

救急隊では対処できない場合には、可能な限り消

防車両等で臨時の救急隊を編成し、活動できるよ

うにする。

なお、倒壊家足や火災現場の要救助者について

は、消防隊等の活動は自力脱出不能者を救出する

ことに爾点を骰き、小規模な救助活動については

自主防災組織や個々の住民の協力を仰ぐ。

(5) 緊急道路確保計画

誕災の発生と同時に、各道路管理者、市町、皆

察機関はそれぞれの所管する道路や施設の点検を

行い、被災状況を把握する。家屋倒壊や樅崩れ、

落石等による道路の1判塞が発見された場合、土木

事務所等が各建設現場の機械と労力を結集して辿

やかに降害物を除去し、避難道路及び緊急物査輸

送路の確保に努める。（図 8参照）

なお、災害応急対策計画の3江には、上記の項目

のほかに、ライフラインの災害応急対策計画、交

通 ・通信施設の災害応急対策計画、 Jiも急給水計画、

防疫・消掃・保健衛生計画等が盛り込まれている。

23 



第1編 震災前の阪神 ・淡路地域の概炭

消防力の現勢

市町村は、当該区域における消防体制を確立し、その活動を通じて各種災害から住

民の生命と財産を守る買務を負っている。現在の市町村における消防体制は、 ①消防

本部及び消防瑞のいわゆる常備消防と消防団とが1井存している地域（例外的に常備消

防のみの市もある。）、②消防団のみの地域、の2通りに分けられる。

平成6年4月1日現在、全国の常備化市Ill―［村は3,078市町村（うち 4町村については

政令指定による義務付けのない任意実施11「［村である。）となり、常備化率は全市町村の

95.1%（市は100%、l町村は93.9%）に逹し、人口の99.4％が常備消防によってカバー

されており、全国的にみた場合、主に山間地、離島にある町村の一部を除いては、ほ

ぽ常備化が達成されている。

平成 6年 4月1日現在の消防機関の現況は、消防本部が931本部、消防署が1,615署、

出張所が3,207所、消防職員が14万4,885名となっている。また、消防団は3,641団、消

防団員は97万9,737名となっている。

以上のように、各市町村は当該区域内の消防力の強化を図っているが、それと同時

に、災害はその市町村のみにとどまるものではなく、また大火、風水害、石油碁地の

災害等の大規模災宮は、当該市町・村の消防力のみでは対応しきれない場合が多いこと

から、このような災害に対応するための体制づくりも進められており、ほとんどの市

町村間で相互応援協定が締結されている。ことに最近は、交通網や通信網の発達、自

動車の牲及等により市町村相互間の時間的距離が著しく短縮されていることもあり、

消防事務を市町村が単独で処理するよりも、相互に応援、又は共同組織等をつくつて

処理するほうが効率的かつ合理的な場合が多いため、消防体制の広域化が進められて

しヽる。

第1 被災地における常備消
防体制

一宮町、東浦町、 五色町、 大阪府豊中市）の常fiiii

消防の現勢については表14のとおりである。

なお、淡路島では島内11市町が一体となって淡

路広域消防事務組合を結成し、各種消防行政を推

今回の地裳で激甚災害指定を受けた 9市 5町 進している。

（神戸市、尼崎市、明石市、西宮市、芦屋市、伊

丹市、宝塚市、川西市、津名郡津名町、北淡町、
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表14 震災前の消防本部別消防現勢

消 防本部名 神戸市 尼崎市 西宮市 明石市

構成市町村数 1 1 1 1 

予 一般会計予葬（百万円） 953,443 190,610 147,072 72,764 

消防予葬（百万円） 19,058 4,705 4,420 2,276 

群 比 率（％） 2.0 2.5 3.0 3.1 

il'j 
署 数 11 4 4 1 
嬰

消 所 所 数 15 6 3 6 

防
疋← 員

消
1,329 418 355 215 

実 只 1,384 418 341 211 

機 防
実 胃泊男子 1,354 414 339 206 

職 員
構

内
女子

゜゜゜゜員
訳 外消防の吏職且以只 30 4 2 5 

ポ ンプむ車） 
（水梢付ポンプ車含 52 18 15 10 

はしご自動車 13 3 3 1 

屈折はしご自動車 4 1 1 1 

化学消防車 15 3 1 2 

大型化学消防車 1 1 

゜゜高所放水車 1 1 

゜゜泡原液搬送車 1 1 

゜゜消
排煙 ・高発泡車 1 

゜゜゜防
林野工作車

゜゜゜゜救助工作車 4 2 3 1 

車 照明誼源車 1 1 

゜゜救急 自 動車 23 7 5 4 

両
窃規格救急、車 6 

゜
4 1 

等
消 防 艇 2 

゜゜゜ヘリコプター 2 

゜゜゜指令 ・指揮車 20 6 3 1 

査察 ・広報車 26 3 ， 2 
起 裟 車

゜゜゜゜防災指甜車

゜゜
1 1 

救急指甜車

゜゜゜゜救援車（給食車含む） 2 

゜
1 

゜罹梢 火 栓 5,925 3,237 3,251 2,479 

［ 
防火水槽 1.057 455 832 113 

その他の水利 122 324 266 51 

出典：「消防現蟄」平成6年版全国消防長会

伊丹市 淡 路 芦屈市

1 11 1 

56,160 69,956 48,500 

1,894 1,944 937 

3.4 2.8 1. 9 

2 1 1 

4 7 2 

181 162 85 

181 156 85 

180 151 85 

゜゜゜1 5 

゜7 8 5 

2 1 2 

゜゜゜4 3 

゜
゜゜゜
゜゜゜1 

゜゜
゜゜゜
゜゜゜2 1 1 

゜゜゜3 6 2 

1 

゜
1 

゜゜゜
゜゜゜3 1 

゜3 3 1 

゜゜゜
゜゜゜
゜゜゜
゜゜゜3,068 2,568 780 

425 376 58 

゜
31 3 

第3寇消防力の現勢

（平成6年4月1日現在）

宝塚市 川西市 股中市

1 1 1 

71,300 45,047 110,903 

2,423 1,485 4,704 

3.4 3.3 4.2 

2 2 2 

7 3 7 

215 135 401 

215 134 398 

215 132 . 396 

゜゜゜
゜

2 2 

16 8 21 

3 2 7 

1 

゜゜1 3 4 

゜゜゜
゜゜゜
゜゜゜
゜゜゜
゜゜゜1 2 2 

゜゜゜3 3 8 

2 1 3 

゜゜゜
゜゜゜3 2 3 

5 

゜
4 

゜゜
1 

1 

゜゜
゜゜゜
゜゜゜1,840 1,205 3,630 

386 472 323 

76 ， 37 
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第1編 媒災前の阪神 ・淡路地域の概要

第2 被災地における消防団
体制

被災地（激甚災害指定）における消防団の現況

及び消防力の基準と現有については、表15及び表

16のとおりである。

表15 震災前の消防団の現況
（平成6年 4月1日現在）

分団 消防 霜 梢ポンプ防
小 予二1J 小汗71)• 

消防団名 ポン
数 囲員数

自動車数
ボンプ数 積載ili数

神 戸市計 160 4,000 36.0 7 174 137 

神 戸東灘 ， 150 45.4 7 
゜゜神 戸 灘 8 140 47.8 

゜
1 1 

神 戸昨合 4 80 45.5 

゜゜゜神戸生田 6 90 46.1 

゜゜゜神戸兵即 6 170 44.8 

゜゜゜神 戸 北 49 1,370. 34.2 

゜
67 62 

神戸長田 8 160 45.2 

゜゜゜神戸須磨 8 130 43.5 

゜゜゜神戸垂水 8 160 37.2 

゜
， 5 

神 戸 西 48 1,430 30.7 

゜
97 69 

神 戸 水上 6 120 45.8 

゜゜゜尼崎市 58 970 39.9 58 1 1 

明石市 8 1,040 32.7 3 45 39 

匹 宮 市 33 729 43.3 38 

゜゜芦 1至 Ili 4 117 44.8 4 4 

゜伊丹市 6 101 37.6 3 3 3 

宝 塚市 11 191 35.2 5 6 6 

川西市 11 418 33.9 5 26 25 

津名町 19 397 35.1 1 18 18 

北淡町 6 557 36.3 3 30 30 

一函 町 5 470 36.3 2 22 16 

五 色町 5 449 33.9 1 25 21 

束 iiII町 10 290 39.8 1 12 11 

大阪,1,,府
型市

14 521 44.3 16 22 

゜注）最下段の内容は、豊中市調ペ

出典： 「消防防災年報」平成6年版 兵庫県
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災害時の防災処点となる消防庁舎（尼崎市消防局）

表16 震災前の消防力の基準と現有
（平成6年 4月1日現在）

ポ(iンl'Iプ防自囲動）車 動力消防ポンプ

消防
（消防団）

区 分
団員数

ポンプ 小フ，土flJ ． 
基準 現有 基準 現有

車 ポン

神 戸 市 4,000 61 7 46 43 

゜
43 

尼崎市 970 17 58 

゜゚ ゜゜明石市 1,040 ， 3 7 4 
゜
4 

西宮 市 729 18 31 13 14 7 

゜芦屋市 117 4 4 1 1 

゜
1 

伊丹市 101 7 3 

゜゚ ゜゜宝塚 市 191 

゜゚
14 16 5 6 

JI I西市 418 ， 6 6 5 
゜
5 

淡 路 5,402 22 13 328 257 29 199 

盟中市 521 16 16 22 22 

゜
22 

注） 1 市街地及び人口3,000人以上の密集地に配備されて
いる小型動カポンプについては、基準外であるので含

めていない。

2 現有＝ポンプ車X2十小型ポンプ

3 淡路は 1市10町の合計

4 最下段の内容は、豊中市籾ペ

出典： 「消防防災年報」平成6年版兵庫県
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第li,‘i j也ばと柑託f命

地 綬概論

世界中で発生する地震の約10％が日本で起きている。活断形による地殷の発生は日

本列島のほぽ全域に分布しており、直下型地姦はいつ起きてもおかしくない状態であ

る。また、プレートの様界で起こる地震も、活動期に入ったといわれている。日本に

住む限り、地震は絶対に避けられないのである。

今日、様々な分野で地姦関辿の研究が進められており、より梢密な地誕観測のため

の測址技術の革新、また前兆現象などによ って地裳を予測する地震予知研究への期待

も大きい。そして、地震が発生したときに被害を最小限に抑えるため、耐誕設計の強

化による建築物倒壊の制御やライフラインのパックアップシステム、通信衛星等によ

る多ルート通信網の確立など、各種の防災対策も進められている。

閑西地区に住む人々は兵JIlt県南部地震のような大地設が起こるとは予期していなか

ったといわれるが、日本中のどの地域にも同じような地震が発生する危険性が存在す

る。それが明日かもしれないし、 1カ月後かもしれないことを考えると、地震対策の

必要性はまさに今にあるといってよい。現在の人間の力では、地震をコントロールす

ることなど到底不可能であり、地震の発生を完全に予知することも困難．とされている。

そのとき我々にできることは地裳による被宵を倣小に抑えることである。

そのための国や地方公共団体の行政上の防災対策はもちろんであるが、個人におけ

る事前対策、とりわけ災害に直面した際にバニックに陥らずに周囲の人々と協力しな

がら二次災害を食い止める気構えが煎要になってくる。大地裟が発生したとき何をす

べきか、それは今、考えなければならないことである。

第1 地震発生のメカニズム

プレートテクトニクス理論

地球の内部は図1のとおり大きく分けて、表面

を裂っている地殻とその下のマントル、そして中

心部の核から成り立っている。マントルは岩石の

固体でできているが、長い時聞でみれば液体のよ

うに対流しているとみることができる。この対流

によってマントルから熱い物例が上外し、この物

烈は地表に近づくにつれて高い圧力から解放され

浴けてマグマとなる。そして、海の底の山脈のよ

うな悔徹の裂け目からマグマが玄武岩質溶岩とな

って吹き出し、たえず新しい海底（プレート）を

形成している。海嶺で誕生するプレートはやがて

冷えて固くなり100kmほどの駆さとなって、海徹を

境に反対方向に移動していく。その辿度は1年に

29 



第2紺兵！庫県南部地表の概要

1 ~ 10cmほどであると推測されている。 卜に乗っていると考えられる。地姦が多発する関

地球の表面は、こうした大小合わせて20ほどの 東では房総半島沖で日本海溝と相模トラフ（舟状

プレートで敷きつめられている。よく知られてい 海盆）が繋がり、そこで太平洋プレートとフィリ

る大規模なものでは太平洋、ユ

ーラシア、北アメリカ、南アメ

リカ、アフリカなどのプレート

があり、小規模なものではフィ

リピン海プレート、ココスプレ

ート、チスカプレートなどがあ

る。地姦活動をはじめとする大

規模な地表の変動を、こうした

プレートの動きで解明しようと

するのが「プレートテクトニク

ス」理論である。

2 プレー ト間地震

海溝に沿って沈み込む海底プ

レートは、沈み込む際に大陸の

プレー トを麻擦し、その接触す

る力によって下方へと引きずり

込む。すると、大陸プレートの

先端に歪みが生じる。歪みが限

界に逹すると、大陸プレートの

先端が一気に跳ね上がり、それ

までに将梢された莫大なエネル

ギーが地誕波や地殻変動を引き

起こす。これがプレートの沈み

込みによって起こるプレート間

地震である。

日本は1II：界でも有数の地震国

である。その原因は、日本列島

全域がこうしたプレート境界と

接近しているためである。図 2

のように、 El本列品は糸魚川一

静岡構造線を様に四はユーラシ

アプレート、束北は北米プレー

30 

図 l プレートの誕生と消滅

日本海溝
火山島

□三
新しいブレ
トの誕生

古いブレー
トの消滅

：
／
 

プレート

東太平洋海膨

海面

海溝

大陸

大
西
洋
中
央
海
嶺
」

出典： 「大地震は近づいているか」溝上恵著筑摩書房

図2 日本周辺のプレートとプレート境界

゜ぷ'

Iユーラ:-アプレニトl

日本海

応

誓
応

出典： 「大地震が東京を襲う．／」インバクト著溝上恵監修棘中経出版



ピン海プレート、さらに北米プレートの 3つのプ

レートが接する三重会合点となっており、地殻変

動も非常に複雑なものになっている。また、糸魚

川一静岡構造線と駿河トラフの延長線上もユーラ

シアプレートと北米プレート、フィリピン海プレ

ー トの三重会合点であり、日本は2つの三重会合

点を持っている。

3 直下型地震

プレート間地裳のほかに、プレートの内部で起

こるプレー ト内地震がある。これは海洋プレート

の沈み込みによって圧縮された陸側プレートが、

歪みの限界に達して弱い部分が壊れる、つまり断

陪が急激にずれて地震が発生するものである。直

下型地震は、地表面の至近距離で発生するもので、

多くの場合はプレート内地裳である。通常地裟は、

猿源から地下を伝わる間に滅衰し、地表に現れる

ころにはユラュラとした揺れに変わる。しかし、

それが都市の直下で発生した場合、局地的に非常

に大きな被害が出る大地裳となる。

今回の兵庫県南部地震の最大の特徴は、突き上

げるようなり鉛烈な震動であった。

これは典型的な都市直下型地裳
図3 断階の分類

第1r;i:地誕概論

4 活断層

地裳を起こす断府は、断陪而と呼ばれる縦横に

広がりのある面で、これが地表に出ると断層線と

なる。断屈のずれは図 3のように、その向きによ

って縦ずれと横ずれに分けられ、垂直な向きのず

れを縦ずれ、断府線に平行なずれを横ずれという。

縦ずれ断陪には、断陪面が傾いていた場合、 一方

の岩盤が他方に対してずり落ちる形になる正断附

と、せり上がる形になる逆断附がある。横ずれ断

陪は、断｝杓面の向こう側にある岩盤が手前に対し

て右側にずれる右ずれ断層と、左側にずれる左ず

れ断陪に分けられる。実際には水平、垂直両方向

にずれることが多く、どちらか大きいほうのずれ

により分類する。

断府のうち、約200万年前に始まった第四紀以降

にずれや地震活動を起こし、今後も動く可能性が

あるもの、さらにその痕跡が地形や地層の変化と

して地表に現れているものを活断層と呼ぷ。なか

には、活浙陪が堆柏物に埋もれて見えない場合が

あり、これは通常、活断陪と呼ばれないが、沖梢

である。そもそもマグニチュー

ド6~ 7クラスの地姦であって

も、直下型地震は震源が浅いた

め都市全体を壊滅させる恐れが

ある。人口や建築物、交通網な

どが密集している首都圏での直

下型地震では、都市機能の麻痺

が容易に想イ象されるが、兵廊県

南部地震においても、その被害

の大部分が約10秒間の揺れによ

るものであることからすると、

裟源の浅い直下型地裟の持つ集

中破壊力のすさまじさが分かる。

縦ずれ逆断層 縦ずれ正断層

慣ずれ（右）断層

出典 ：「大地震は近づいているか」溝J:.恵著筑摩書房
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第2編 兵庫県南部地設の概要

平野などの下には実際には活断］爵と同じものが隠

れている可能性もある。

日本列島はいたるところに活断陪があり、傷だ

らけの大地ともいわれている。特に活断照の分布

が密集しているのは、赤石山脈を除く中部地方か

ら近畿北部にかけての地域、東北地方脊梁山地束

緑、中央構造線地滞などである。近畿地方でも、

有馬一高槻栴造線と中央構造線の間に多く 、六甲

山地周辺には大規模な断感が集まっている。 1対束

地方を見ると、荒川断附や立川断陪、丹沢山地南

側の神縄断陪と国府津一松田断陪、また三浦半島

にも活断陪が密集している。（査料2参照）

淡路島北部の野島断陪は、今回の兵nlt県南部地

緩の裳源となっている。淡路島から六甲山地にか

けては一辿の断｝杓系とみられるが、この断］杓系は

過去1,000年以上も動きがみられなかったため要

注意とされていた。

震などの地震活動が活発化している。南海トラフ

で起きたものでは、 1855年（安政2年）の安政南

海地設、 1944年（昭禾l|19年）の東南海地設、 1946

年（昭和21年）の南海地裟などがある。太平洋プ

レートの境界である H本海滞に沿っても地姦が多

発している。最近では、 1993年（平成5年）釧路

沖地姦、 1994年（平成6年）には北海道束方‘i巾地

設や三陸はるか沖地震が発生している。ユーラシ

アプレー ト撓界の千島海溝で発生した最近の地震

は、 1983年（昭和58年）日本海中部地裟、 1993年

（平成5年）北海道南西沖地誕がある。

一方、内陸部の地震は、 1891年（明治24年）の

猿尾地震や1948年（昭和23年）の福井地誤、1964

年（昭和39年）の新潟地震 1984年（昭和59年）

長野県西部地設のほか、今回の兵庫県南部地裟な

ど、各地で発生している。

図4 主な地震分布

5
 
地震発生分布

日本列島の下は、

トが複雑に入り組んでいるが、

4つのプレー

日

本付近で発生する地姦の分布を凶

4で見ると、多くがプレート境界

に沿って起きているのが分かる。

また、内陸部の断陪運動による地

誕は、日本列島のいたると ころに

活断陪が分布しているため、ほぼ

日本全域にわたって発生している。

相模トラフと駿河トラフの2つ

のプレート境界に近い関束から伊

豆地方にかけては地設の多発地帯

で、 1923年（大正12年）の1肘束大

地裟や1930年（昭和5年）の北伊

豆地震、断陪活動による直下型地

震の1855年（安政2年）江戸地裳

などが発生しており、伊豆群発地

32 

•I 

,'`
 
＼
 

,＇
1
'5̀
J 

・ク・ロ
`
:芦[ぃ．．
．
 

〕

[
O

．゚’[青

•M

/．

/
ノ
/

．．
． 

e
•
石

注） 1885~1992年に日本列島及びその周辺で発生したM6.0以上、深さ 100km以浅

の地震の分布。

出典 ：「大地震は近づいているか」溝上恵著筑摩書房



6 兵庫県における過去の地震活動と被害

第1鉗地裟概論

過去の地震のうち、兵廊県内に震度5以上をも

たらしたと推定されるものは、表1のとおりであ

り、これらの地震の裟央位晋の分布は、図5のよ

表 l 兵庫県内に震度5以上を与えたと推定される地震

番号 発生年 月 日
規模

被害地域／被せ；:の概要
(M) 

年月 H 年月日

1 599. 5.28（推古 7. 4.27) 7.0 大和

2 701. 5.12（大宝 1. 3.26) 7.0 丹波

3 745. 6. 5（天平 17. 4. 27) 7.9 美i農

4 827. 8.11（天長 4. 7.12) 6.7 京都

05 868. 8. 3 (貞 鋭 10. 7. 8) 7.1 播窮

06 887. 8.26（仁和 3. 7.30) 8.6 五畿 ・七道

7 938. 5.22（承平8 （天炭1).4.15) 6.9 京都

8 1096.12.17 (嘉保3 （永長l).11.24) 8.4 畿内 ・東海道

， 1361. 8. 3（正平 16. 6.24) 8.4 畿内 ・土佐 ・阿波

10 1449. 5.13（天安6 （宝徳1).4.12) 6.4 山城 ・大和

11 1498. 9.20（明応 7. 8.25) 8.6 束湘逍全般／津波による死者4万人以上

12 1510. 9.21（永正 7. 8. 8) 6.7 摂津 ・河内

13 1579. 2.25（天正 7. 1. 20) 6.2 摂津

14 1596. 9. 5（文録5 （炭長1).7.13) 7.0 畿内

15 1662. 6.16（究文 2. 5. 1) 7.6 畿l村・東悔／各地で数千戸在ll壊

16 1707.10.28（宝 氷 4.10. 4) 8.4 五畿 ・七道／全国で少なくとも死者2万人

17 1751.3.26（究延4 （宝暦1).2. 29) 6.4 京都

18 1854.12.23（嘉永7 （安政1).11.4) 8.4 東海 ・束山 ・南海道／死者2,000~3. 000人

19 1854.12.24 ( ＂ （ 
II ).11. 5) 8.4 畿内・南悔追／死者数千人、最大16mの津波

020 1864. 3. 6（文久4 （元治1).1.28) 6.4 播磨 ・丹波／家届倒壊多数

21 1891.10.28 (明 治 24) 8.4 愛知 ・岐阜／死者7,273人、建物全炭14万余棟

022 1916.11.26（大正 5) 6.3 神戸／死者1人

023 1925. 5.23（大正 14) 7.0 但馬北部／死者428人、家届全壊1,200余棟

024 1927. 3. 7 (I昭和 2) 7.5 京都／死者2,925人、家屈全壊1万2,584棟

025 1943. 9.10 (II召禾[I 18) 7.4 、鳥取付近／死者1,083人、家屋全壊7,485棟

26 1946.12.21 (H召和］ 21) 8.1 南海道沖／死者1,330人、家屈全壊1万1,591棟

027 1949. 1. 20 (U召矛l.1 2 4) 6.5 

28 1952. 7.18 (H召矛u2 7) 7.0 奈良中部／死者9人、家屈全壊20棟

29 1961. 5. 7 (II召矛n36) 5.9 

30 1963. 3.27 (fl/5 禾n38) 6.9 福井県沖／家粗全半壊 6棟

31 1984. 5.30 (II召禾I1 5 9) 5.6 

注） Oは県内のどこかに震度6を与えたと推定される地震

［編注］ 「兵庫県地域防災計画」及び 「理科年表」より作成
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第2編兵lili県南部地設の概要

うになっている。

また、県域を99のメッシュ (1

辺が10.4km) に区分し、それぞれ

の地域がこれらの地裟によって震

度5以上を経験した回数を表示し

たのが図6である。これによれば、

大規模地裳の発生頻度は県南束部

が最も高くなっている。

表 l及ぴ図5、図 6に示された

過去の事例から、兵廊県に被害を

及ぽす地震は、その誕央分布によ

って次の 4種類に大別することが

できる。

① 南海トラフ沿いの地震

南海地誤（表 1の26)等、太

平洋側に発生する巨大地震で、

その発生の周期はおよそ80~

150年程度といわれている。

② 13本海側の地裳

③ 兵廊県西部、南部の地裟

④ 大阪、奈良付近の地設

①～④の地裳の繰り返し周期は、

数百年から1,000年、あるいはそれ

以上ともいわれ、現在のところ必

ずしも明らかではない。

図5 表 lに示された地震の震央
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図6 表 lの地震により県内の各地域が震度5以上を経

験した回数
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第2 地震用語等

マグニチュード (Magnitude)

裳源から放出されたエネルギーの強さを表す尺

度で、地裳計に記録された地裳波の振幅に基づい

て決定される。マグニチュード (M)が 1大きく

なるとエネルギーは約30倍、 2大きくなると約

1,000倍になる。

おおよその目安としてM7.9以上を巨大地裟、M

7以上7.9未満を大地震、 M5以上 7未満を中地

誕、 M3以上5未満を小地誕、 Ml以上3未満を

微小地震、 Ml未渦を極徴小地裳と分類する。

表2 震度とガル

姦度（上）
説 IIJ-l 彙ヽ．．．．．．．．．．．．．

ガル（下）

゜
4‘!l"f.：/ベ成ン・

...... +......ー・
人体に感じないで地設計に記録される程度。0.8未満

1 微裟

第1弐tj也磁柑兄靡命

震 度

誤度は、ある場所での揺れの大きさを人体感此、

物体や建物に対する影靱の大小で表 したもので、

気象庁の展度階級によって定められている。しか

し、最近では、裳度は加速度の大きさとその周期、

揺れの継続時間から算出されるようになり、それ

に甚づく裟度計が開発され、全国各地で誕度illll定

が行われるようになった（表2参照）。

マグニチュードが大きくても裳源が遠ければ裟

度は小さくなり、逆にマグニチュードが小さくて

も直下型の地裟では緩度が大きくなる。

裳度7は、福井市に壊滅的な被害をもたらした

福井地裟(M7.1)のあとで猿度階級に付け加えら

れた。

参 考 査 料

吊り下げ物のわずかに揺れるのが目視されたりカタ

カタと音がきこえても、 1本に揺れを感じなければ無
感である。

静かにしている場合に揺れをわずかに感じ、その時
．．．．量..-...● ●ー・・

静止している人や、とくに地設に注慈深い人だけに liilも長くない。立っていては感じない場合が多い。0.8~2.5 
惑ずる程度の地災動。

2 軽裟 吊り下げ物の動くのがわかり、立っていても揺れを
....、．・・・・・-・-・

大勢の人に感じる程度のもので、 戸や隙子がわずか わずかに感じるが、動いている場合にはほとんど感2.5~8.0 
に動くのがわかる程度の地設動。 じない。II艮っていても目をさますことがある。

3 弱裟 ちょっとおどろ くほどに感じ、 1眠っている人も 目を
············疇•* ＊ 

家屋が揺れ、 戸や閲子がガタガタと嗚動し、屯灯の さますが、 戸外に飛ぴ出すまでもない し、 恐怖感は8.0-25 
ような吊り下げ物は相当揺れ、器内の水面の動くの ない。戸外にいる人もかなりの人が感じるが、歩い

がわかる程度の地姦動。 ている場合は感じない人もいる。

4 中姦 眠っている人は飛ぴ起き、恐怖感を此える。地柱 ・
”・ • • ヽ・雫. .. .....

家屋の動揺がはげしく、すわりのわるい花ぴんなど 立木などの揺れるのがわかる。一般の家屋の瓦がは25-80 
はたおれ器内の水はあふれ出る。また、歩いている ずれることはあっても、まだ被害らしいものではな

人にも感じ られ、多くの人が戸外に飛ぴ出す程度の い。軽いめまいを詑える。

地誤動。

5 強設 立っていることはかなりむずかしい。 一般家屋に軽
.. ---.......... 

壁に割れ目がはいり、硲石 • 石どうろうがたおれた 微な被礼(が出はじめる〇爪屈胆囚也月附では府lれたり崩80~250 
り 、 煙突 • 石垣などが破損する程度の地設動。 れたりする。すわりのわるい家具はたおれる。

6 烈設 歩行はむずかしく、はわないと動けない。
............... 

家屋の到壊は30％以下で、山崩れがおき、地割れが250-400 
生じ、多くの人が立っていられない程度の地誕動。

7 激姦
● ● ●ー・・・・・・...--

家屋の倒壊が30％以上に及ぴ、山崩れ ・地i1illれ ・断
400以上

1杓などを生じる。

［編注］ 平成8年10月より新しい震度表示が適用される（資料 1参照）。
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第2紺 兵lllt姐南部地私乏の概要

ガル (gal)

振動の加速度を表す単位で、地設学では揺れの

強さを表す単位として使われる。ガルの値が小さ

い、つまり地面がゆっくり動く場合は、地誕の揺

れ輻が大きくても被害は小さく、揺れも小さく感

じる。

980ガルが重力加速度の 1Gに相当し、揺れの加

辿度がそれ以上になると地上にある物体は地面か

ら飛び上がることになる。

加速度が200ガル以上になると木造家屋などに

被害を生じることがあり、誕度5は80-250ガルに

相当するといわれる。

地震波

地裟が発生した地点からは地震波が四方に伝わ

る。地誕波には図7のとおり、波動が伝わる速度

や振動の性質などによって分類される縦波、横波、

表面波の3種類がある。このうち縦波と横波は地

球内部を伝わる。表面波は地球の表而に沿って広

がりながら伝わり 、その影響は地球表而付近の浅

い部分に限られている。

縦波はP波とも呼ばれ、速度が辿く、地震の際

に一番先に伝わってくる波で、ガタガタと小刻み

に揺れる。 P波は、物の中に生じた疎密状態が移

動していくもので、波の進行方向に振動しながら

伝わる。横波はS波ともいい、物の中に生じたね

じれの状態が移動していくもので、波の進行方向

に直交する形で振動しながら伝わっていく。 S波

は、P波より速度が遅いのでP波に遅れて伝わり、

ユサユサとややゆっくりとした揺れ方をする。

図 7 地槃波の伝わり方

余震

大地緩のあとには必ず余裳が発生する。近年で

は観測精度向上に伴って、微小地捉にも余裟が発

生することが分かっている。余誕は、本震を含む

ある領域内に分布するが、この領域を余震域とい

う。余姦は本設の周りに無造作に発生するわけで

はない。本震の断層の周辺にひぴが生じ、 小さい

地裳が起こりやすくなるわけで、余誕域は本裟の

断屈が伸ぴた場所に広がるのである。

余震の数と継続ll寺間は一般的に地震の規模が大

きくなるにつれて増加する。微小地姦では 1日以

下の継続時間が、巨大地設では100年間にもわたっ

て続く場合がある。また、本裟のマグニチュー ド

が 1大きくなると、余裳の広がり

は約10倍になるといわれている。

↓
 

↓
 

←-- P波

縦波＝P波の伝わり方 ：辿度が辿
く、地設のとき最初にやってくる
波で、小刻みに揺れる。岩石の中
に生じた疎密＝体梢の変化を伝え
る。

←— S 波

横波＝Si皮の伝わり方 ：P波より
遅く、やや大きめのゆっくりとし
た揺れ。岩石の中に生じたねじ
れ＝形の変化を伝える。気体や液

体の中は伝わらない。

出典 ：「大地震は近づいているか」溝上恵著筑摩書房
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前兆現象

昔から地震の前兆として「ナマ

ズが騒ぐ」などと言われるが、前

兆現象には、地盤の昇降 • 水平ひ

ずみ ・傾斜、前裳 ・空白域などの

地裳活動の展常、地誤波速度の変

化、地磁気 ・地電流 ・電気抵抗の

変化、地下水の変化、地下水中ラ

ドン濃度の変化、 発光現象など地

波放射の異常、動物の奥常行動な

どが挙げられる。これらは地殻の

歪みの増加や本捉前に起こる微小



な破壊現象が原因で現れるものである。

前兆現象の現れるパターンは大変複雑で簡単に

系統付けることは難しい。またM6~7クラスの

中規模地裟では、前兆現象といえるものが観測さ

れるほうが少ない。これまでに地震予知計画が試

みた地誕発生直前の前兆観測において、その可能

性があるものは日本周辺で900例を超えるが、実際

にそう判断されたのは地震発生後であるのがほと

んどである。今後、地震発生前にどのような前兆

現象が起こるかは、さらに観測を進め、データの

蒋粕を進めていく必要がある。

地震予知

大地震が起こるとき、様々な奥常現象が地設の

前兆として現れる。この前兆をもとに地姦の規模、

場所、時期という 3要索を予測しようというのが

地設予知である。

歴史的には日本の地震予知研究は1891年（明治

24年）の浪尾地裳から始まったとされるが、本格

的な研究の開始は1965年（昭和40年）に発足した

地媒予知研究計画である。1969年（昭和44年）か

らは地誕予知計画となった。また、固土地理院に

事務局を匹く地震予知辿絡会は1969年に発足し、

地震予知研究を行う機捌が集まって情報交換と総

合判断を行っている。地裟予知研究が始まって30

年が経過した。地裳予知の可能性については様々

な論議がなされているが、地震発生に至るあらゆ

る段階で地捉の発生を予測し、地震災害を軽滅す

る対策を立てることは可能であるとされている。

現在のところは、地誕の前兆の観測が困難である

ため、地設発生の仕組みを理解して地震を予知し

ようとする動きが盛んである。特に今回の兵廊県

南部地姦の原因ともなった活断州は、今後の予知

研究のなかでも煎点が附かれるであろう。

津波

大地姦によって海底に急激な地形変動が生じる

第 13江地裟概論

と、海水が持ち上げられたり蕗ち込んだりする。

これが波となって四方に伝わるものが津波である。

津波の周期は10分から数十分で、その波長は非常

に長いため衰えることなく遠方にまで伝わる。沖

合では波長が長く波高が小さいが、沿岸に近づく

と波長が短く波高が高くなり、海岸に達すると人

や家屋を巻き込んでいく。津波から逃れるにはで

きるだけ辿く、高いところに避難しなくてはなら

ない。

湘底下の浅い地裟では、マグニチュードが大き

くなると津波の規校も大きくなる。しかし地震の

起こり方によっては、津波の規模がマグニチュー

ドに比べ大きい場合がある。これは断）杓の破壊現

象が比較的ゆっくりと進行したために、それに伴

う海底の変動が海水によって効果的に伝えられた

ものと考えられている。

今回の兵｝庫県南部地震では津波による被害はな

かった。

液状化現象

一般に知られるようになったのは1964年（昭和

39年）に発生した新潟地裳からだが、その後1983

年（昭和58年）の日本海中部地裟をはじめ大地誕

の際にはほとんど発生している。

液状化は図 8のように、地下水雁が比較的高く 、

水分を多く含んで飽和した状態の砂地盤で起こる。

地震による強い振動を受けると、地盤を構成して

いる砂の粒子が水中に浮遊した状態になり、砂と

水が混合して一体となり液体と同じ動きをする。

これが液状化現象である。液状化した地盤は、重

い物体は沈み軽いものは浮上、傾斜地では低いほ

うに流れが生じる。その結果、地盤上の建物等に

大きな被害を与える。地震の振動停止後、浮遊し

た粒子が沈殿を始めて元の堆梢状態に戻るには、

10-30分くらいかかるといわれているが、その間

は地面の動きが地大する。

液状化の発生には、 3つの条件がある。
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図8 液状化現象ー砂の液状化の発生から終了まで一

地盤表面

(a) 液状化前のゆ

る詰めの砂。

(b) 液状化した瞬ヽ

間全粒子が浮遊

状態にある。

液
状
化

(c) 下部は液状化

が終了し、上部

では液状化が続

いている。

表面水 液状化後の地盤表面
I 沈

玉

(d) 全1呂にわたっ
て液状化が終了

して、砂は密に

詰まっている。

出典 ：「地震と対策」白亜書房

●川底のように砂陪が水で飽和されていること。

●砂の粒子の堆梢状態がゆるいこと。

●粒子の接触をはずすほど大きい地誕、すなわち

姦度 5以上の地裳が発生すること。

現在、液状化を防止する各種工法が研究、考案

されている。
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第 2~i: 兵庫県南部地設

兵庫県南部地震

1995年（平成7年） 1月17日5時46分、淡路島北端付近の深さ14kmを震源とするM

7.2の地誕が発生 した。この地裳によって、神戸と洲本で裟度6を観測したほか、東北

地方南部から九州地方にかけての広い範囲で地裳を感じた。

地裳発生直後から、多数の余裳が発生 したが、余裳の分布は地展によって活動した

断陪の広がりとほぽ一致したため、この地裳は淡路島北部から神戸方面へ続く断附の

活動により発生したものと推定されている。

裳源地の淡路島では、北淡町江崎付近から北淡町富島付近まで約8kmに渡り、この

地震によって生 じたと思われる断層（野品断｝杓）の臨頭が認められた。

また、地誤発生後、気象庁が行った現地の被害調査によると、淡路島北部の一部地

域、神戸市須磨区から西宮市南部に至る帯状の地域及ぴ宝塚市の一部で裳度7であっ

たことが判明した。

この地誕による被害はきわめて甚大で、今泄紀の地誕災害としては関束大地震（関

束大姦災）に次ぐものである。

気象庁は、この地誕を「平成7年 (1995年）兵廊県南部地裳」と命名し、政府は、

1995年（平成7年） 2月14日、災害の復旧 ・復興施策の推進に際し、統一的な名称を

「阪神 ・淡路大裳災」とした。

第1 本麓の諸元
気象状況 (1月17日5: 00~18日2: 00) 

気温 最高8.0℃

名 称 「平成7年(1995年）兵庫県南部地裳」

発生日時

震源地

猿源の深さ

規模

「阪神・淡路大震災」（政府）

平成7年 1月17日5時46分52.0秒

淡路島北部

（北緯34度36分、東経135度03分）

14km 

M7.2 

最低1.4℃ 

平均3.9℃

湿度最小39%

平均56%

風辿最大6.8m/s (16 : 00) 

最大瞬間12.3m/s (20 : 04) 

平均2.6m/s

天候 6 : 00~ 18: 00 娯：

18: 00～翌6: 00 晴

（神戸海洋気象台発表）
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第2編兵庫！＼抒！南部地設の概要

第2 各地の震度等

1 震度分布

地展発生当日、気象庁が発表した猿度は図9の

とおりである。

裟度6 神戸、洲本

誤度5 豊岡、彦根、京都

誕度4 奈良、津、敦賀、福井、上野、四日市、

岐阜、呉、堺、高知、福山、烏取、多度

津、徳島、岡山、高松、大阪、舞鶴、姫

路、和歌山、津山、加西、相生、南部川、

坂出、多賀、 美方、高野山

誕度3 大分、名古屋、輪島、金沢、飯田、富山、

伊良湖、尾硲、萩、山口、西郷、広島、

松山、室戸岬、米子、松江、潮岬、諏訪

裟度2 高田、長野、軽井沢、松本、横浜、甲府、

図9 各地の震度

河口湖、三島、静岡、御前崎、浜松、伏

木、高山、 宇和島、宿毛、下閾、日田、

宮崎、都城、佐賀、熊本、人吉

裳度 1 小名浜、新潟、水戸、柿岡、宇都宜、前

橋、熊谷、秩父、束京、千薬、館山、網

代、神津島、浜田、足摺、延岡、福岡、

平戸、鹿児島、阿蘇山

2 震度1の分布

気象庁は地裟発生直後、地裟機動観測班を現地

に派逍し、被害状況等の調査を実施した結果、裟

度7の地域が神戸市須磨区から西宮市にかけて長

さ20km、幅 1kmで帯状に広がっているとともに、

淡路島北部の一部地域でも震度7であったと判定

した。

気象庁が発表した裟度 7の地域は、次のとおり

である。（図10参照）

術潟

出典：「阪神・淡路大震災における消防活動の記録」神戸市消防局
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図10 兵庫県南部地震の現地調査結果により認められた震度 7の分布

淡路島

北

一宮 北区

町
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三宮
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尼崎市

芦屋駅

神戸市等阪神地域

0 5km 
l, 1 9 , 1 

注） 神戸市西部から芦屋市、西宮市までの滞状の範囲及び淡路島の一部が震度7と認められた。

出典 ：「今日の気象業務」平成 7年版気象庁

●神戸市須磨区 •JR須磨駅付近から兵庫区新開地

まで

●中央区・JR三ノ宮駅付近から西宮市・阪急夙川

駅付近まで

●芦屋市 ・三条町付近の一部

●同市・山手町の一部

●西宮市 ・甲束園付近

●同市 ・阪急西宮北口駅付近

●同市 ・阪神今津駅付近

●宝塚市 ・JR宝塚駅束側

.,司市・JR中山寺駅付近

●淡路島（北淡町、 一宮町、津名町の一部）

気象庁の現地調査は「災害時地裟 ・津波速報」

（平成7年 1月31日付）として、中間報告がなさ

れている。このなかで設度7と断定した地域の被

害状況が記されているが、その概要は次のとおり

である。

神戸市の垂水区は南束部の一部地域で木造家屋

の倒壊、須磨区では、南部で木造家屋の倒壊や電

車の脱線が見られ、 一部では硲速道路の高架が途

切れていたところもあった。

長田区は、国道28号線沿いの地域で木造家屋の

倒壊、 一部鉄筋コンクリート造ピルの圧壊などの

被吾が大きく、木造家屋が集中していたこともあ

って、地該発生後火災が発生 し、多数の犠牲者を

出した。

兵廊区では、山手幹線から国道28号線のIii1の比

較的狭い範囲に被害が大きく、木造家屋のほとん

どと、鉄筋コンクリート造ビルの一部が1階の圧

壊若しくは座屈などで傾くなどの被害が見られた。

神戸市中央区は、三ノ宮駅の周辺からフラワー

ロード沿いの地域で、鉄筋コンクリート造ビルが

根元から倒壊、若しくは中間陪が圧壊し傾くなど

の甚大な被害が生じた。高速道路高架橋の途切れ

たところも数力所で認められ、 一部は完全に地面

まで落ちているところも見られた。海岸部に近い
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ところでは道路の亀裂や陥没が著しく 、所々で液

状化による泥の噴出が見られた。灘区では、特に

中央部の阪急電鉄と阪神電鉄の軌道の1廿1の地域で

家屋（木造、鉄筋コンクリート造とも）の倒壊率

が極めて高く、 一部地域では火災による被害もあ

った。阪神大石駅束側のガードが落ちた付近では、

倒壊率が100％近くになるところもあった。南部の

工業地帯でも道路の亀裂、 高架の落下などの被害

が見られた。束灘区の南束部の阪神高速の高架が

数百mにわたり横倒しになるなど、山手幹線の南

側全域で被害が大きく 、木造建築の密集地では火

災も多く発生した。

芦屋市では、南西部の埋立てのところで道路に

大きな屯裂が生じていたところがあった。各所で

いく つかの鉄筋コンクリート造ピルのフロアが圧

壊したが、火災は多くは発生していない。

淡路島では、北部の北淡町、 一宮町、淡路町、

束浦町、津名町、 西部の五色町、西淡町で家屋の

全壊が見られた。北淡町の野島八幡神社と一宮町

の伊丼諾神宮で、烏居や灯簡の倒壊、臨地では臨

石の倒壊が見られた。断陪の各露頭やその延長上

では、断陪の表出したところはもちろん、明瞭に

表出していないところでも道路や田畑に也裂が認

められた。また、北部のそれ以外のところでも駐

車場や道路に屯裂やひぴ割れが見られた。

3 発震機構

兵庫県南部地裳は、東西圧縮力による垂直横ず

れ断層型を示しており、これは、この地域でこれ

まで発生している地裟と同じタイプであった。余

点より北束に15~20km離れた地点より破壊を開始

した第2誕とから成り立っていたことが推定され

ている。

地裳の発生に伴って、淡路島北西岸の野島断照

に沿った約10kmの範囲では、断府・運動による明瞭

な地表のずれが観察された。最大のずれの品は、

水平方向で右横ずれ170cm、垂直方向で南束上がり

130cmに達している。今回の誕源域周辺には、野島

断照のほかに須磨断陪、諏訪山断陪、芦屋浙府と

いった多数の活断陪の存在が図11のとおり確認さ

れており、これらの既存の断陪が活動した可能性

が高い。しかし、神戸側では断陪運動に伴うと思

われる明瞭な地表のずれ等が歓察されておらず、

伏在断府として活動したものと考えられる。

国土地理院によるGPS（グローパル ・ポジショ

ニング・システム／汎地球測位システム） illll批及

び水準測祉によって、今回の地震前後における広

域的な地殻変動の様子が明らかにされている。淡

路品北端の江島では、野島断陪に平行する南西向

き約 lmの動きが検出されており、これは地表で

観察された右横ずれの断層運動と調和している。

一方、神戸側では、須磨断層や諏訪山断陪等を境

として、北側の点は北束へ数十cm、南側の点は南

匝へ10cm程度変位していることが確認された。こ

れらの観察結果は、野島断陪をそのまま単純に神

戸側へ延長した 1枚の断｝杓面とし、それをもって

今回の地震の地震断陪とすることは不適当である

ことを示している。

4 余震活動

裳分布や断｝粋運動の様子から、この地設は北束 本震以降も断続的に余震が続き、気象庁の地震

～南東走向の断J爵面に沿った右横ずれの断陪運動 機動観測班は新たに北淡町、神戸垂水、西宮市、

により生じたことが明らかである。 大阪西淀川を1臨時観測点として、北淡町は 1月19

地誤波形を用いた裟源過程の解析結果によれば、 日12時から、神戸垂水は20日12時から、西宮市は

本裟の破壊継続時間は11秒であり、全体の破壊は、 20日19時から、大阪西淀川は25日12時からそれぞ

最初の第 1誕と、その 6秒後に第 1震の破壊開始 れ観測を開始した。
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図11 大阪湾周辺の活断層

＼ 山崎断層系
姫路

⇔3o 和川 ←— J ご閂！
播磨灘

., ..... ：呵r
1-•_ ，ー・:‘ 紀ノ川

← 和歌山

この地裳に伴う余裟は、図12 図12 平成 7年 (1995年）兵庫県南部地震の本震と余震の震央分布

のとおり北東～南西方向に約50

kmの長さで線上に分布して発生

し、本展は余裳域のほぽ中央に

位匹している。余裟の回数は本

誕後1カ月間で図13に示すとお

り約1,500回に達したが、その時

間経過は通常の余裳活動と同じ

く、時間とともに急激な滅衰を

みせた。 4月中旬までの期間に

発生した最大の余展としては、

2回のM4.9の地震が報告され

ている。本姦の約2時間後に兵

廊県と大阪府の府県境に発生し

たものと、本裟の約1カ月後に

淡路島中部で発生したものであ

る。
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注） 1995年 1月17日05時46分（本震） ～ 1月25日24時、大阪管区気象台による。
出典：「今日の気象業務」平成7年版 気象庁
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図13 本震後約 1カ月間における、
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気象庁鯛ペ

この地裳の発生前に

5
 
関連現象

この地震の前日には、本災のごく近傍でM

1.5-3の4回の微小な地姦が発生しているが、こ

れらは今回の地緩の前姦と考えられている。また、

今回の震源域の北束にあたる猪名川町付近では、

前年の 7月と11月に珍しく群発地震活動があった

6月には京都府中部でM4.6の地裟が発生ほか、

し、京都市では22年ぶりの設度4が観測されてい

tヽ~o 

これら一連の地姦活動は、兵庫県南部地誕の裳

源に向かって北束から南西へと移動した傾向がみ

られ、今回の地裟発生との関辿が注目されている。

長期的視野に立てば、今回の地設の発生は、次の

南海地裳に向けて西日本全体が内陸地震の活動期

に入ったことを示唆するとの見解もある。

地殻変動については、六甲地域において道路ト

ンネル等を利用した伸縮計や水管傾斜計による連

44 

続観測が実施されていたが、

特に典常とみられる信号は記録されなかった。た

だ、六甲高雄のトンネル中に設器されていたポア

前年の秋ごろより異常なホール3成分歪計には、

仲ぴ変化が記録されており、

の湧水凪にも、ほぽ同時期からの顕著な増加がみ

られた。この観測坑の湧水は、従米より周辺での

大地誕の発生に対して変化をみせていたが、今回

の地誕発生に際しては湧水址がそれ以前の10倍に

跳ね上がった。 このような、地裟に伴う地下水の

変化は、淡路島でも多くの箇所で確認され、新た

な湧水の開始、地下水の湧出屈の増大、ため池や

河川の増水などが報告されている。一方、六甲地

域で採取される地下水中に含まれる塩索イオン混

前年の秋ごろから含有址の異常な増大が認

められ、今回の地裟発生との関連性が注目される。

以上のほかにも、電磁放射・気象の興常や動物

の艇常行動、発光現象などが前兆現象として報告

度は、

されているが、

また、同観測坑から

これらの前駆的現象は、いずれも、



第2i泣 兵血県南部地災

地震発生の具体的な時期や場所を事前に特定でき

る材料とはならなかった。

第3

ー

地震の特徴

大都市を襲った直下型地震

今回の地裳は、都市機能の集中している大都市

神戸を中心とした地域を直撃し、死者6,308人、行

方不明 2人、負傷者4万3,177人、家屋全壊10万302

戸という戦後最悪の地裟災害となった。震源の浅

い都市直下型地裟の猛威は、老朽化した瓦ぶきの

木造家屋や耐展性が十分でない鉄筋コンクリート

造の集合住宅の倒壊をはじめ、鉄筋コンクリ ート

造の中 ・高屈ビルの倒壊や中間陪の崩壊、新幹線

をはじめ鉄道や邸速道路の高架橋の崩落、橋梁や

港湾施設の損壊、埋立地における大規模な液状化

現象、最も安全と思われていた地下鉄構内の損傷

など、予想を上回る大きな被害を生んだ。またラ

イフライン施設の被害も著しく、 当初30万人を超

える避難者の生活に困難をきたしたことはもちろ

んのこと、広範囲にかつ長期にわたって人々の生

活に影聘を及ぽした。

我が国の都市直下型地裳としては、死者3,848人

を出した1948年（昭和23年）の福井地裟 (M7.1)

これは47年前でもあり、今回の主な被があるが、

災地となった政令指定都市である神戸とは都市規

模や都市人口などの状況は相当異なっている。

2
 
観測史上最高の震度7を記録

今回の地震の震源域では、非常に大きな地裳動

のあったことを示す強痕記録が多数得られた。図14

図14 平成7年 (1995年）兵庫県南部地震の際、神戸海洋気象台（神戸市中央区中山手通）で観測された

地震動（加速度波形）
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出典：「今日の気象業務」平成7年版 気象庁
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のとおり神戸海洋気象台で記録された加速度記録

によると、南北動に818ガル、東西動に617ガル、

上下動に332ガルの最大加速度（片振輻）が記録さ

れている。

このように大きな地誕動によって、数多くの建

物や土木構造物が致命的な損傷を被り、 一部の地

域では家屋倒壊率が30％を超えた。 このような事

態は福井地裳以来のことであり、福井地裟の災害

の甚大さを検討して新設された「震度7」が我が

国で初めて適用される結果となったのである。

神戸海洋気象台の加速度記録を見ると、水平動、

上下動各成分とも主要な振動は10秒そこそこで終

了していることが分かる。この振動が建築物、構

造物に与える破壊力は、今までに調査に携わった

工学研究者の共通した見解によると、特に水平動

成分に顕著にみられる初めの大きな2波程の振動

が、破壊の点で衝撃的な作用を及ぽしたとみられ

ている。この記録を用いて行われた各稲の解析に

よると、例えば、近年極めて大きな加速度値が記

録された1993年（平成 5年）の釧路沖地裟や、 1994

年（平成6年）のロサンゼルス ・ノースリッジ地

誤の記録等を対照に、中低層鉄骨造、鉄筋コンク

リート造、木造建築に対する相対的な破壊力を比

較した場合、今回の地誤の持つ破壊力はそれらの

地設の数倍に達すると推定されている。兵庫県南

部地誕では約10秒間で破壊のすべてを終了したと

いえる。

3 横揺れを上回る縦揺れを観測

今回の地裟に対して被災地の人々は、 「下から放

り投げられ、そのあと激しい横揺れを感じた」「地

響きとともにドドーンと体が4、 5回突き上げら

れた」さらには「ピアノが飛んで天井を壊した」

など衝撃の様子を様々に表現しているが、共通し

て言えるのは今回の地姦の最大の特徴は突き上げ

るような強烈な裳動だった。M7クラスの地裟は
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地下の深いところではたぴたぴ起こっているが、

今回は人々の寝ている枕のすぐ下で発生したため、

そのまま震度7の激裳となって、神戸 ・阪神地域

及ぴ淡路島を縦に激しく揺さぶった典型的な都市

直下型地設である。

災源地近くの地誤加速度を見てみると、神戸六

甲アイランドにある竹中工務店の地裳計は、横揺

れ最大319ガルに対し、縦揺れは最大507ガルが測

定されている。また、神戸市灘区の神戸大学地下

の観測では、縦揺れ最大367ガルが測定され、横揺

れ最大300ガルを上回った。これまで、絶対に大丈

夫といわれていた新幹線や涵速道路の橋脚に座屈

が生じたのも、激しい縦揺れによるものと推察さ

れている。

4 家屋倒壊により圧死者が多数発生

今回の地姦が発生 した朝の6時前といえば、ま

だ多くの人が就寝中である。激しい揺れを感じて

地震だと察知しても、棠醒していない慈識ではと

っさにオ）しの下に潜るというような行動をとること

さえ容易ではなかったことが推察できる。神戸市

消防局が市内に居住する男女840人に聞き取り胴

査を行ったところ、「地裳発生まで眠っていたか」

の問いには71.0％が眠っていたと答えている。ま

た「地震発生時にどのような行動をと ったか」の

問いには、「何もできなかった」がトップで32.1

％、次いで「衣類や布団をかぶった」が26.4%、

「あわてて外へ逃げた」が15.0%。逆に 「ガスの

元栓をしめた」11.0%、「火を使っていたので、す

ぐi肖した」 3.0%、「オ）しの下に潜った」2.1%と、と

っさに行動できた人はわずかである。

また、今回の地誕で倒壊した家屋には、 2階建

て木造家屋の 1階部分が押しつぷされた事例が多

くみ られた。 1階には高齢者が就寝していること

が多く 、兵庫県では身元確認ができた5,470人のう

ち50歳代以下の死者が2,566人であるのに対し、60



歳代以上の高齢者が2,904人と多いのはこうした

事情に起因していると推察できる。

今回の地震では、木造家屋のみでなく 、過去の

地裳では比較的少なかった鉄筋コンクリート造建

築物の被害も多く、その破壊力と物的被害の大き

さにおいて関東大震災を上回り、近年の我が国で

発生した地震のなかでは最大規模となった。これ

ら物的被害に大きな彩靱を及ぽすものとしては、

地裟動の加速度だけでなく、速度（単位：カイン）

に注目しなければならないとされる。 一般に建物

の固有周期が短い場合には加辿度、長くなると速

度が大きく彩靱するようになるからである。神戸

海洋気象台の親測記録をもとに辿度、変位を計邸

した束京大学生産技術研究所の山崎文雄助教授に

よれば、今回の地震では最大速度104カイン（物体

が動くとき必ず速度が生じる。速度は地震動の場

合、1秒間にどれだけ変位したかを観測する。）、

最大変位は27cmに達していたとされる。同助教授

によれば「釧路沖地震の加速度は最大922ガルと大

きいが、最大辿度67カイン、変位9.3cmで、今国の

地震のほうがずっと破壊力が大きいと考えられる。

ちなみに、 1994年（平成6年） 1月アメリカ ・ロ

サンゼルス市で発生した直下型のノースリッジ地

震では誕源近くのシルマーで、約800ガル、 128カ

インの記録がとれている。今回の辿度は、日本で

はおそらく最大、世界でも最大に近いといってよ

いのではないか」とされる。

今回の大裳災による6,308人の犠牲者のうち約

77％が、逃れる間もなく崩壊建物内で圧死した最

大の理由は、このような最大級の地裳の揺れの速

度と加速度によるものであったといえる。

第2l位 兵肺．児南部地裟
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